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一
般
会
計
、６
特
別
会
計
、

３
企
業
会
計
の
７
年
度
当
初

予
算
の
総
額
は
３
０
４
０
億

４
６
３
５
万
円
（
前
年
度
比

４
・
９
％
増
）
で
す
。

◆
一
般
会
計

総
額
１
６
７
８
億
円
（
同

７
・
８
％
増
）
。

歳
入
の
主
な
内
容
は
、
市

税
５
９
３
億
２
１
０
１
万
円
、

国
庫
支
出
金
４
２
７
億
７
４

１
７
万
円
、
地
方
交
付
税
１

７
８
億
円
、
府
支
出
金
１
５

６
億
５
０
０
８
万
円
、
地
方

消
費
税
交
付
金
９１
億
２
９
０

５
万
円
な
ど
で
す
。

歳
出
の
主
な
内
容
は
、
次

の
と
お
り
で
す
。

○
総
務
費

１
３
６
億
７
８
０
３
万
円
、

同
７
・
２
％
増
（
シ
ス
テ
ム

標
準
化
・
共
通
化
対
応
事
業

の
経
費
１２
億
１
４
０
５
万
円

な
ど
）

○
民
生
費

８
８
１
億
４
７
４
万
円
、
同

１１
・
２
％
増
（
私
立
保
育
園

等
に
お
け
る
障
害
児
保
育
補

助
拡
充
の
経
費
４
億
６
２
１

７
万
円
な
ど
）

○
衛
生
費

１
５
２
億
３
３
０
４
万
円
、

同
３
・
０
％
増
（
母
子
保
健

事
業
の
経
費
４
億
１
１
０
６

万
円
な
ど
）

○
土
木
費

１
５
０
億
６
８
１
０
万
円
、

同
１
・
８
％
増
（
枚
方
市
駅

周
辺
再
整
備
ビ
ジ
ョ
ン
推
進

事
業
経
費
７
億
９
４
１
７
万

円
な
ど
）

○
教
育
費

１
７
４
億
２
１
７
６
万
円
、

同
１０
・
９
％
増
（
禁
野
小
学

校
整
備
事
業
経
費
２３
億
９
５

３
０
万
円
な
ど
）

◆
特
別
会
計

国
民
健
康
保
険
、
自
動
車

駐
車
場
、
財
産
区
、
介
護
保

険
、
後
期
高
齢
者
医
療
、
母

子
父
子
寡
婦
福
祉
資
金
貸
付

金
の
６
会
計
で
、
計
８
６
０

億
８
５
０
０
万
円
（
同
１
・

０
％
減
）
。

◆
企
業
会
計

水
道
事
業
会
計
１
４
０
億

５
３
３
７
万
円
（
同
２
・
５

％
増
）
、
病
院
事
業
会
計
１

４
７
億
７
３
７
０
万
円
（
同

１１
・
７
％
増
）
、
下
水
道
事

業
会
計
２
１
３
億
３
４
２
８

万
円
（
同
４
・
８
％
増
）
。

※
１
万
円
未
満
四
捨
五
入

な
お
、
予
算
特
別
委
員
会

で
の
審
査
内
容
は
４
・
５
面

に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

今
回
の
改
正
は
、
刑
法
、

行
政
手
続
に
お
け
る
特
定
の

個
人
を
識
別
す
る
た
め
の
番

号
の
利
用
等
に
関
す
る
法
律

及
び
国
家
公
務
員
等
の
旅
費

に
関
す
る
法
律
の
改
正
に
伴

い
、
所
要
の
整
備
を
行
う
も

の
で
す
。

１
月
２８
日
に
は
、
令
和
７
年
１
月
緊
急
議
会
が
開
か
れ
、
令
和
６
年
度
一
般
会
計
補

正
予
算
な
ど
を
可
決
し
ま
し
た
。

令
和
７
年
３
月
定
例
月
議
会
は
、
２
月
２５
日
か
ら
３
月
２８
日
ま
で
の
３２
日
間
の
議
会

期
間
で
開
か
れ
、
令
和
７
年
度
当
初
予
算
や
令
和
６
年
度
補
正
予
算
、
条
例
の
制
定
な

ど
５０
議
案
を
可
決
し
、
市
長
か
ら
説
明
を
受
け
た
令
和
７
年
度
市
政
運
営
方
針
に
対
し

５
会
派
に
よ
る
代
表
質
問
を
行
い
ま
し
た
（
代
表
質
問
の
詳
細
は
２
・
３
面
）
。

３
月
３１
日
に
は
、
令
和
７
年
３
月
緊
急
議
会
が
開
か
れ
、
市
税
条
例
の
一
部
改
正
議

案
を
可
決
し
ま
し
た
。

な
お
、
２
月
２０
日
に
は
「
枚
方
市
駅
周
辺
再
整
備
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
」
の
全
員

協
議
会
が
開
か
れ
、
１０
人
の
議
員
が
質
問
を
行
い
ま
し
た
（
詳
細
は
８
面
）
。

「
市
役
所
の
位
置
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て
」
の
議
案
は
、
３
月
定
例

月
議
会
に
お
い
て
提
出
さ
れ
ま
し
た
が
、
そ
の
後
、
撤
回
さ
れ
ま
し
た
。

市
役
所
の
位
置
に
関
す
る

条
例
改
正
案
は
、
枚
方
市
駅

周
辺
再
整
備
基
本
計
画
及
び

新
庁
舎
整
備
基
本
構
想
に
基

づ
き
、
市
役
所
の
位
置
を
現

在
の
「
枚
方
市
大
垣
内
町
２

丁
目
１
番
２０
号
」か
ら
、
「
枚

方
市
大
垣
内
町
２
丁
目
５
２

４
番
地
」
に
改
め
る
も
の
で

す
。こ

の
条
例
改
正
は
、
出
席

議
員
の
３
分
の
２
（
２２
人
）

以
上
の
同
意
が
必
要
な
特
別

多
数
議
決（
＊
１
）案
件
で
す

が
、
４
年
９
月
定
例
月
議
会

で
議
案
が
提
出
さ
れ
、
否
決

と
な
り
ま
し
た
。

こ
の
た
び
、
７
年
２
月
の

全
員
協
議
会
に
お
い
て
、
市

長
か
ら
、
再
度
、
７
年
３
月

定
例
月
議
会
で
同
条
例
案
を

提
出
す
る
旨
の
説
明
が
あ
り
、

３
月
２１
日
の
議
会
運
営
委
員

会
に
お
い
て
追
加
議
案
と
し

て
提
出
さ
れ
ま
し
た
。

し
か
し
、
３
月
２８
日
の
議

会
運
営
委
員
会
に
お
い
て
、

市
長
か
ら
、議
会
と
の
協
議
、

調
整
に
努
め
て
き
た
が
、
枚

方
市
駅
周
辺
の
ま
ち
づ
く
り

を
進
め
る
こ
と
に
つ
い
て
は

ま
だ
様
々
な
意
見
が
あ
る
こ

と
か
ら
、
現
時
点
で
こ
の
議

案
に
結
論
を
出
す
の
で
は
な

く
、
さ
ら
に
議
会
と
自
由
な

意
見
交
換
を
す
る
こ
と
で
、

ま
ち
づ
く
り
を
前
向
き
に
進

め
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
は

な
い
か
と
考
え
る
旨
の
説
明

が
な
さ
れ
、
本
議
案
が
撤
回

さ
れ
た
も
の
で
す
。

枚
方
市
駅
周
辺
再
整
備
に

係
る
全
員
協
議
会
の
記
事
は

８
面
参
照

�
枚
方
市
駅
周
辺
再
整
備
が
進
む

北
口
駅
前
広
場
周
辺

�
禁
野
小
学
校

整
備
イ
メ
ー
ジ

■
教
育
長

議
会
は
、
３
月
２８
日
の
本

た
に
も
と
の
り
ゆ
き

会
議
で
、
谷
元
紀
之
氏
を
任

命
す
る
こ
と
に
満
場
一
致
で

同
意
し
ま
し
た
。
任
期
は
７

年
４
月
１
日
か
ら
３
年
間
。

■
教
育
委
員
会
委
員

議
会
は
、
同
日
の
本
会
議

あ
ん
ど
う

な
か
に
し

ゆ
う
こ

で
、安
藤
（
中
西
）
悠
子
氏
、

き
り
や
ま
さ
と
み

桐
山
智
巳
氏
を
任
命
す
る
こ

と
に
満
場
一
致
で
同
意
し
ま

し
た
。
安
藤
（
中
西
）
氏
の

任
期
は
７
年
４
月
１
日
か
ら

４
年
間
。
桐
山
氏
の
任
期
は

前
任
者
の
残
任
期
間
と
な
る

た
め
、
７
年
４
月
１
日
か
ら

２
年
間
。

■
固
定
資
産
評
価
員

議
会
は
、
同
日
の
本
会
議

さ
と
う
の
ぶ
ひ
こ

で
、
佐
藤
伸
彦
氏
を
選
任
す

る
こ
と
に
満
場
一
致
で
同
意

し
ま
し
た
。
任
期
は
７
年
４

月
１
日
か
ら
（
任
期
の
定
め

な
し
）
。

■
選
挙
管
理
委
員
・
補
充
員

議
会
は
、
同
日
の
本
会
議

で
、
選
挙
管
理
委
員
及
び
同

補
充
員
の
選
挙
を
行
い
、
次

の
と
お
り
選
出
し
ま
し
た
。

任
期
は
７
年
３
月
３０
日
か
ら

４
年
間
。

選
挙
管
理
委
員

あ
り
や
ま
ま
さ
の
ぶ

に
し
だ
ま
さ
み
つ

有
山
正
信
氏
、西
田
政
充
氏
、

ひ
さ

の

く
に
ひ
ろ

な
か

の

け

え

こ

久
野
邦
広
氏
、中
野
惠
永
子
氏

選
挙
管
理
委
員
補
充
員

（
補
充
順
位
順
）

き
た
ぐ
ち

や
ま
ぐ
ち

つ
と
む

北
口
ひ
と
み
氏
、山
口

勤
氏
、

の
ぶ
な
が
や
す
ひ
こ

ま
す
だ
よ
し
の
り

延
永
泰
彦
氏
、
桝
田
義
則
氏

＊
１

特
別
多
数
議
決
…
議

会
の
議
決
は
、
出
席
議
員
の

過
半
数
で
決
す
る
過
半
数
議

決
が
原
則
だ
が
、
そ
の
例
外

と
し
て
、
住
民
の
利
害
に
大

き
く
影
響
を
及
ぼ
す
重
要
案

件
な
ど
に
つ
い
て
地
方
自
治

法
等
で
規
定
さ
れ
る
、
よ
り

厳
し
い
要
件
が
適
用
さ
れ
る

議
決
の
こ
と
。

市
民
福
祉
常
任
委
員
会
は
、

そ
の
所
管
す
る
事
務
の
う
ち
、

「
認
知
症
支
援
と
予
防
の
取

組
に
つ
い
て
」
調
査
を
行
う

た
め
、
１
月
２４
日
に
先
進
都

市
研
修
と
し
て
兵
庫
県
神
戸

市
を
訪
問
し
、
「
認
知
症
神

戸
モ
デ
ル
に
つ
い
て
」
説
明

を
受
け
ま
し
た
。

ま
た
、
１
月
２８
日
に
は
、

委
員
会
の
発
議
に
よ
り
市
民

福
祉
委
員
協
議
会
を
開
催
し
、

６
年
１１
月
６
日
、
７
年
１
月

２４
日
に
実
施
し
た
先
進
都
市

研
修
を
踏
ま
え
、
今
後
の
本

市
に
お
け
る
取
組
に
つ
い
て
、

委
員
間
で
の
意
見
交
換
を
行

い
ま
し
た
。

第
４４
回
河
北
市
議
会
議
員

合
同
研
修
会
が
、１
月
２２
日
、

門
真
市
民
文
化
会
館
（
ル
ミ

エ
ー
ル
ホ
ー
ル
）
で
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

当
日
は
、
美
容
師
で
株
式

会
社
セ
レ
ン
デ
ィ
ピ
テ
ィ
代

た
か
は
し
み

え

表
取
締
役
の
高
橋
美
江
氏
を

講
師
と
し
て
、
「
『
わ
た
し

の
ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
』
〜
障

が
い
の
あ
る
両
親
の
も
と
に

生
ま
れ
て
〜
」
を
テ
ー
マ
に

講
演
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

＊１ 八尾議員は退席。同会派の他の議員は賛成。 ＊２ 会派構成等は議決当時のものです。

議
会
日
誌

１月２月３月
１
月
緊
急
議
会

２８
日
…
本
会
議（
第
１
日
）

６
年
度
補
正
予
算
を
可

決
３
月
定
例
月
議
会

２５
日
…
本
会
議（
第
１
日
）

市
長
の
７
年
度
市
政
運

営
方
針
を
聴
取
等

２５
日
…
予
算
特
別
委
員
会

正
副
委
員
長
の
互
選
等

４
・
５
日
…
本
会
議
（
第

２
・
３
日
）

５
会
派
が
代
表
質
問

６
日
…
本
会
議（
第
４
日
）

条
例
の
制
定
等
を
可
決

１２
・
１３
・
１７
・
２１
・
２５
日

…
予
算
特
別
委
員
会

７
年
度
各
会
計
当
初
予

算
を
審
査

２８
日
…
本
会
議（
第
５
日
）

７
年
度
各
会
計
当
初
予

算
等
を
可
決

３
月
緊
急
議
会

３１
日
…
本
会
議（
第
１
日
）

条
例
の
一
部
改
正
を
可

決

会派構成
等の変更

４
月
２
日
付
で
妹
尾
正
信
議
員
が
大
阪
維
新
の
会
枚
方
市
議
会
議
員
団

か
ら
退
会
し
た
旨
の
届
出
が
あ
り
、
４
月
３
日
付
で
妹
尾
正
信
議
員
か
ら

会
の
名
称
を
「
枚
方
刷
新
の
会
」
と
し
た
旨
の
届
出
が
あ
り
ま
し
た
。ま
た
、

４
月
８
日
付
で
妹
尾
正
信
議
員
が
自
由
民
主
党
議
員
団
に
入
会
し
た
旨
の

届
出
が
あ
り
、
同
日
付
で
同
会
派
名
を
「
自
由
民
主
党
・
無
所
属
の
会
」

に
変
更
し
た
旨
の
届
出
が
あ
り
ま
し
た
。

市役所の位置条例の一部改正案の
提出に係る経過

令和４年９月定例月議会
議会 一部改正案を否決

２/２０ 令和７年全員協議会
市長 ３月定例月議会で再度、一部改正案の提出

をすると説明
３/２１ 議会運営委員会
市長 ３月定例月議会の追加議案で提出
３/２８ 議会運営委員会
市長 同議案の撤回を表明

意見書 ６ 年 度
補正予算

・
陸
上
自
衛
隊
祝
園
分
屯
地
に
お
け
る
火
薬
庫
等
の
整
備
な
ど
に
係

る
住
民
説
明
会
の
開
催
を
求
め
る
意
見
書

・
最
低
賃
金
の
引
上
げ
及
び
中
小
企
業
等
へ
の
支
援
策
の
拡
充
を
求

め
る
意
見
書

・
高
額
療
養
費
制
度
に
お
け
る
自
己
負
担
上
限
額
引
上
げ
の
見
直
し

を
求
め
る
意
見
書

・
若
者
の
政
治
参
加
を
促
進
す
る
た
め
の
抜
本
的
改
革
を
求
め
る
意

見
書

・
性
犯
罪
の
再
犯
防
止
の
取
組
へ
の
支
援
の
強
化
を
求
め
る
意
見
書

・
水
道
事
業
会
計
補
正
予
算
（
第
４
号
）

否

決

否

決

否

決

可

決

可

決

可

決
－ － － ７ ７ ６

・ 丹生真人議員（公明党
議員団）は、議長としての
立場上、採決に参加してい
ません。

○
○
＊１
○
○
○

７年度当初予算

・
下
水
道
事
業
会
計
予
算

・
一
般
会
計
予
算

可

決

可

決
１ １
○ ○
○ ×
○ ○
○ ○
○ ○
○ ○

その他

・
専
決
事
項
の
報
告

・
枚
方
京
田
辺
環
境
施
設
組
合
の
共
同
処
理
す
る
事
務
及
び
同
組
合

規
約
の
変
更
に
関
す
る
協
議

・
財
産
（
執
務
室
等
什
器
）
の
取
得

聴

取

可

決

可

決
－ － －
－ ○ ○
－ ○ ○
－ ○ ○
－ ○ ○
－ ○ ○
－ ○ ○

・
財
産
（
教
科
書
及
び
指
導
書
）
の
取
得

可

決
－
○
○
○
○
○
○

・
病
院
事
業
会
計
予
算

・
自
動
車
駐
車
場
特
別
会
計
予
算

可

決

可

決
１ １
○ ○
○ ○
○ ○
○ ○
○ ○
○ ○

・
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
９
号
）

可

決
６
○
○
＊１
○
○
○

・
水
道
事
業
会
計
予
算

・
母
子
父
子
寡
婦
福
祉
資
金
貸
付
金
特
別
会
計
予
算

・
財
産
区
特
別
会
計
予
算

可

決

可

決

可

決
１ １ １
○ ○ ○
○ ○ ○
○ ○ ○
○ ○ ○
○ ○ ○
○ ○ ○

人事案件

・
固
定
資
産
評
価
員
の
選
任
の
同
意

・
教
育
委
員
会
委
員
の
任
命
の
同
意

同

意

同

意
１ １
○ ○
○ ○
○ ○
○ ○
○ ○
○ ○

議
決
結
果
一
覧

掲載面
自 民
共 産
連 合
維 新
公 明
命守る

会派等所属別議員名
結成順に掲載。（ ）は会派等の略称

自由民主党議員団＊２（自 民）
前 田 富 枝、田 口 敬 規、
長 友 克 由、松 本 佑 介

日本共産党議員団（共 産）
堤 幸 子、広瀬ひとみ、
松岡ちひろ、三 和 智 之

連合市民の会（連 合）
野 村 生 代、八 尾 善 之、
奥 野 美 佳、番 匠 映 仁、
大津真沙樹

大阪維新の会
枚方市議会議員団＊２（維 新）
鍜治谷知宏、小 池 晶 子、
門 川 紘 幸、泉 大 介、
岡市栄次郎、妹 尾 正 信、
大 濱 暢 祐、佐田あゆ美、
志 甫 直 哉、高 野 寿 陛

公明党議員団（公 明）
藤 田 幸 久、大 地 正 広、
丹 生 真 人、田 中 優 子、
一 原 明 美、千 葉 雅 民、
東 実名子、峠 賢 一

命を守る政治の会（命守る）
漆 原 周 義

１
月
緊
急
議
会

・
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
予
算

可

決
１
○
×
○
○
○
○

条 例 の
一部改正

・
市
税
条
例

可

決
７
○
○
○
○
○
○

３
月
緊
急
議
会

議 員
提出議案

・
市
議
会
議
員
の
議
員
報
酬
及
び
費
用
弁
償
等
に
関
す
る
条
例
及
び

市
議
会
の
個
人
情
報
の
保
護
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正

可

決
１
○
○
○
○
○
○

・
教
育
長
の
任
命
の
同
意

同

意
１
○
○
○
○
○
○

契約

・
小
中
学
校
教
室
等
空
調
設
備
更
新
Ｄ
Ｂ
О
事
業
請
負
契
約
締
結

・
７
年
度
包
括
外
部
監
査
契
約
の
締
結

可

決

可

決
－ －
○ ○
○ ○
○ ○
○ ○
○ ○
○ ○

・
禁
野
小
学
校
整
備
事
業
（
設
計
・
施
工
一
括
発
注
）
請
負
変
更
契

約
締
結

・
ひ
ら
か
た
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
推
進
事
業
に
お
け
る
市
有
施
設
照
明
設

備
改
良
事
業
請
負
契
約
締
結

可

決

可

決
－ －
○ ○
○ ○
○ ○
○ ○
○ ○
○ ○

７ 年 度
補正予算

・
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
１
号
）

可

決
７
○
○
○
○
○
○

条例
一部改正

・
建
築
基
準
法
関
係
事
務
条
例
及
び
建
築
行
政
事
務
手
数
料
条
例

・
空
家
等
及
び
空
き
地
等
の
対
策
に
関
す
る
条
例

可

決

可

決
７ －
○ ○
○ ○
○ ○
○ ○
○ ○
○ ○

・
附
属
機
関
条
例

可

決
－
○
○
○
○
○
○

・
臨
時
保
育
室
条
例

・
軽
費
老
人
ホ
ー
ム
の
設
備
及
び
運
営
に
関
す
る
基
準
を
定
め
る
条

例
等

・
基
金
条
例

可

決

可

決

可

決
７ － －
○ ○ ○
× ○ ○
○ ○ ○
○ ○ ○
○ ○ ○
○ ○ ○

・
職
員
の
勤
務
時
間
、
休
暇
等
に
関
す
る
条
例

可

決
－
○
○
○
○
○
○

・
職
員
の
旅
費
に
関
す
る
条
例

・
職
員
の
退
職
手
当
に
関
す
る
条
例

・
職
員
給
与
条
例
等

可

決

可

決

可

決
－ － －
○ ○ ○
○ ○ ○
○ ○ ○
○ ○ ○
○ ○ ○
○ ○ ○

・
市
税
条
例

・
国
民
健
康
保
険
条
例

可

決

可

決
－ ７
○ ○
○ ○
○ ○
○ ○
○ ○
○ ○

・
消
防
団
員
等
公
務
災
害
補
償
条
例

可

決
－
○
○
○
○
○
○

・
非
常
勤
消
防
団
員
に
係
る
退
職
報
償
金
の
支
給
に
関
す
る
条
例

可

決
－
○
○
○
○
○
○

廃止
・
く
ら
し
の
資
金
の
貸
付
け
に
関
す
る
条
例
及
び
く
ら
し
の
資
金
の

貸
付
け
に
関
す
る
特
別
措
置
条
例

・
公
設
市
場
条
例

可

決

可

決
７ －
○ ○
× ○
○ ○
○ ○
○ ○
○ ○

制定
・
乳
児
等
通
園
支
援
事
業
の
設
備
及
び
運
営
に
関
す
る
基
準
を
定
め

る
条
例

可

決
７
○
×
○
○
○
○

・
後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計
予
算

・
介
護
保
険
特
別
会
計
予
算

可

決

可

決
１ １
○ ○
× ○
○ ○
○ ○
○ ○
○ ○

・
刑
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
の
施
行
に
伴
う
関
係
条
例
の
整

備
に
関
す
る
条
例

・
い
じ
め
問
題
対
策
連
絡
協
議
会
等
設
置
条
例

可

決

可

決
－ －
○ ○
○ ○
○ ○
○ ○
○ ○
○ ○

６年度補正予算

・
下
水
道
事
業
会
計
補
正
予
算
（
第
４
号
）

・
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
１０
号
）

可

決

可

決
－ ７
○ ○
○ ○
○ ○
○ ○
○ ○
○ ○

・
病
院
事
業
会
計
補
正
予
算
（
第
４
号
）

・
介
護
保
険
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
５
号
）

可

決

可

決
－ －
○ ○
○ ○
○ ○
○ ○
○ ○
○ ○

・
水
道
事
業
会
計
補
正
予
算
（
第
５
号
）

・
後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
５
号
）

可

決

可

決
－ －
○ ○
○ ○
○ ○
○ ○
○ ○
○ ○

・
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
６
号
）

可

決
－
○
○
○
○
○
○

３
月
定
例
月
議
会

・
選
挙
管
理
委
員
補
充
員
の
選
挙

・
選
挙
管
理
委
員
の
選
挙

選

挙

選

挙
１ １
－ －
－ －
－ －
－ －
－ －
－ －



議
員

共
働
き
世
帯
の
増
加
や
働

き
方
の
多
様
化
に
よ
り
、
子
育
て

支
援
の
さ
ら
な
る
充
実
は
不
可
欠

で
あ
り
、総
合
型
放
課
後
事
業

（
＊
１
）の
拡
充
を
求
め
て
き
た
。

留
守
家
庭
児
童
会
室
を
土
曜
日
に

も
開
室
す
る
と
い
う
が
、
今
後
、

放
課
後
オ
ー
プ
ン
ス
ク
エ
ア（
＊

２
）に
つ
い
て
は
活
動
時
間
延
長
の

検
討
を
行
う
考
え
は
あ
る
の
か
。

ま
た
、
長
期
休
業
期
の
昼
食
提

供
サ
ー
ビ
ス
の
全
校
拡
大
に
向
け
、

ど
の
よ
う
な
取
組
を
進
め
る
の
か
。

教
育
長

ア
ン
ケ
ー
ト
か
ら
、
留

守
家
庭
児
童
会
室
の
入
室
児
童
が

土
曜
日
の
放
課
後
オ
ー
プ
ン
ス
ク

エ
ア
を
利
用
し
て
い
る
実
態
が
わ

か
っ
た
た
め
、
ま
ず
は
土
曜
日
に

同
室
を
開
き
利
用
実
態
を
検
証
し

た
上
で
、
土
曜
日
の
総
合
型
放
課

後
事
業
の
在
り
方
を
検
討
す
る
。

ま
た
、昼
食
提
供
サ
ー
ビ
ス
は
、

試
行
実
施
で
得
た
ノ
ウ
ハ
ウ
を
生

か
し
て
弁
当
事
業
者
の
拡
大
を
図

り
、全
校
実
施
に
向
け
取
り
組
む
。

要
望
等

的
確
な
ニ
ー
ズ
の
把
握

に
基
づ
き
、
効
率
性
と
実
効
性
を

兼
ね
備
え
た
事
業
の
運
営
を
行
う

と
と
も
に
、
全
校
で
空
調
を
整
備

し
た
体
育
館
に
つ
い
て
は
、
子
ど

も
の
意
見
に
も
耳
を
傾
け
、
多
様

な
体
験
が
で
き
る
居
場
所
と
な
る

よ
う
事
業
の
充
実
を
要
望
す
る
。

ふるさと納税
市
の
財
源
確
保
は
喫
緊
の
課
題

返
礼
品
の
開
拓
な
ど
の
取
組
を

議
員

財
政
状
況
が
厳
し
く
な
る

中
で
、
財
源
確
保
は
喫
緊
の
課
題

で
あ
る
。
こ
れ
ま
で
以
上
に
ふ
る

さ
と
納
税
の
積
極
的
な
取
組
が
必

要
と
な
る
が
、
考
え
を
聞
く
。

市
長

個
人
か
ら
の
ふ
る
さ
と
納

税
は
寄
附
の
ピ
ー
ク
時
期
を
逃
す

こ
と
な
く
、
ウ
ェ
ブ
広
告
等
を
活

用
し
た
Ｐ
Ｒ
を
強
化
す
る
と
と
も

に
、
事
業
者
に
対
し
て
セ
ミ
ナ
ー

を
実
施
す
る
な
ど
寄
附
者
の
興
味

を
引
く
こ
と
が
で
き
る
新
た
な
返

礼
品
の
開
拓
を
目
指
す
。
企
業
版

ふ
る
さ
と
納
税
に
お
い
て
は
、
庁

内
連
携
の
下
、
市
に
ゆ
か
り
が
あ

る
企
業
や
新
た
な
縁
が
で
き
た
企

業
に
積
極
的
に
ア
プ
ロ
ー
チ
す
る
。

要
望
等

本
市
な
ら
で
は
の
特
産

品
を
数
多
く
ラ
イ
ン
ナ
ッ
プ
で
き

る
よ
う
、
新
た
な
返
礼
品
の
開
拓

に
向
け
た
取
組
を
進
め
る
と
と
も

に
、
市
の
事
業
に
共
感
し
た
個
人

や
企
業
か
ら
寄
附
を
募
る
ク
ラ
ウ

ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
型
ふ
る
さ
と

納
税
に
お
い
て
も
、
ス
ポ
ー
ツ
施

設
の
充
実
な
ど
寄
附
を
募
集
す
る

事
業
を
見
極
め
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
等
を
活

用
し
な
が
ら
、
さ
ら
な
る
寄
附
獲

得
を
目
指
し
、
取
組
を
推
進
す
る

よ
う
要
望
す
る
。

持
続
的
な
サ
ー
ビ
ス
供
給
の
た
め

水
道
料
金
の
在
り
方
の
検
討
を

議
員

水
道
事
業
の
経
営
健
全
化

と
経
営
基
盤
強
化
に
向
け
取
組
を

進
め
る
と
い
う
が
、具
体
を
聞
く
。

市
長

将
来
に
わ
た
り
、
安
全
、

安
心
で
持
続
可
能
な
サ
ー
ビ
ス
を

提
供
す
る
に
は
、
利
益
や
内
部
留

保
資
金
の
確
保
が
必
要
と
考
え
る
。

そ
の
た
め
に
、
企
業
債
発
行
の
適

正
な
基
準
を
維
持
す
る
こ
と
で
、

将
来
の
負
担
を
軽
減
す
る
と
と
も

に
、
国
庫
補
助
金
の
活
用
や
事
務

事
業
の
見
直
し
な
ど
さ
ら
な
る
経

営
の
健
全
化
と
基
盤
強
化
を
図
る
。

要
望
等

本
市
水
道
料
金
は
府
内

で
も
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
に
安
い
が
、

頻
発
す
る
自
然
災
害
や
八
潮
市
の

道
路
陥
没
事
故
等
を
目
の
当
た
り

に
す
る
と
、
適
正
な
料
金
で
財
源

を
確
保
し
、
市
民
生
活
を
守
る
た

め
に
必
要
な
施
設
の
更
新
等
を
進

め
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
と

考
え
る
。
持
続
的
な
水
道
サ
ー
ビ

ス
提
供
に
向
け
、
料
金
の
在
り
方

を
検
討
す
る
よ
う
要
望
す
る
。

◆
そ
の
他
の
質
問

○
市
長
や
理
事
者
を
筆
頭
に
庁
内

一
丸
で
行
財
政
改
革
の
推
進
を

○
王
仁
公
園
と
趣
の
異
な
る
ス
ケ

ー
ト
ボ
ー
ド
パ
ー
ク
の
整
備
を

枚
方
議
会
２
面

０
５
０
１
０
２

木
❶
木
❷
木
❸
井
❹
井
❺
木
❻
井

おか いち えい じ ろう

岡市栄次郎

放課後オープンスクエアの活動の様子

令和７年度の取組方針
歯止めの利かない少子化・人口減少時代を真に迎え
る中、まちの魅力向上を図り、人々から選ばれるまち
を目指し、最重点施策である子育て・教育施策の充実
と枚方市駅周辺再整備を一層加速させていく。
先行きが不透明な時代においても、多様性を認め合
い、地域の環境と調和しながら、一人一人が自分の夢
を追求し、人生の選択肢を広げることができるよう、
あらゆる世代に笑顔があふれる枚方市を目指して様々
な施策に取り組み、持続的な発展へとつなげていく。

２つの最重点施策

最重点施策① 子育て世帯をターゲットにした施策

１ 安心して楽しく過ごせる、
子育てできる環境の充実

�子どもの人権と最善の利益の尊重を最優
先に、児童虐待の早期発見、予防、防止に向けて取
り組む。
�児童相談所と一時保護施設の開設に向けた基本計画
を策定する。
�妊婦健康診査の受診費用の負担軽減を図るなど、妊
娠、出産、育児の切れ目のない支援を強化する。
�子どもの発育状況の早期把握と状況に応じた早期支
援につなげるため、新たに５歳児健診を設ける。
�通年での待機児童解消に向け、東部エリアに臨時保
育室を開設する。
�私立保育所等における障害児保育の促進に向け、補
助制度の充実を図る。
�留守家庭児童会室が児童にとってよりよい居場所と
なるよう施設改修を行うとともに、長期休業期の昼
食提供サービスを全校に拡大する。
�保護者の就労状況などにかかわらず利用可能な「こ
ども誰でも通園制度」を試行実施する。
�子どもの遊び場の拡充に向け、就学前児童を対象と
した屋内型施設「（仮称）子ども未来館」を整備する。

２ 子どもたちの未来への可能性を
最大限に伸ばす教育の充実

�教育大綱や教育振興基本計画に基づき
子どもが主体の魅力ある学校づくりを推進する。
�教職員のワークライフバランスを推進することで、
やりがいを高め、より効果的で質の高い教育の実現

を目指すとともに、子どもたちのより豊かな学びへ
とつなげる。
�豊かな心と健全な体の育成のため、中学校の全員給
食の１０年度２学期からの開始に向け取り組む。

�支援教育のさらなる質の向上に向け、「（仮称）枚
方市の支援教育の在り方について」を策定する。
�全ての子どもが社会とのつながりを持てるよう、教
育支援ルーム指導員を全小・中学校へ配置するとと
もに、対話や学習ができるメタバース空間を設置す
る。

最重点施策② 枚方市駅周辺再整備の一層の推進

�枚方市駅北口駅前広場のさらなる公
共交通の利便性向上や、より安全な
歩行空間の確保により、市内外から多くの人を迎え
入れるにふさわしい玄関口になるよう整備する。
�新庁舎の目指す姿や必要な機能等について庁内横断
的な検討を進め、新庁舎整備基本計画を策定する。
�歴史、文化などの地域資源を一体的に生かしたまち
づくりを進めるため、天野川から枚方宿、淀川にか
けての回遊性の向上や来訪の促進に取り組む。
�枚方市駅周辺再整備の早期実現に向けて、みどりの
大空間や市有地の有効活用など、まちの魅力を高め
る整備内容の検討を進めるとともに、具体化を図る
ため、関係機関等との合意形成に向けて取り組む。

５つの基本目標を具体化する取組

１ 安全で、利便性の高いまち

�障害者や高齢者などが安心して避難
生活を送れるよう、直接避難型の福祉避難所の指定
を進め、必要な備蓄物資等への補助を行う。
�避難所の衛生環境を確保するため、ポータブルトイ
レのさらなる備蓄に取り組む。
�水道管路の維持管理の効率化に向け、人工衛星デー
タを基にしたＡＩ解析で漏水探知を広域連携により
実施するほか、各下水道ポンプ場の耐震化や老朽化
対策を行うとともに、家屋の浸水や道路冠水などの
被害軽減に向けた雨水管整備工事に取り組む。
�長引く物価高騰に対する経済的な支援策として、国の
交付金を活用した本市独自の支援策を可能な限り迅速
かつ効果的に実施する。
�既存の公共交通を補完する地域自主運行型コミュニテ
ィ交通を支援するとともに、都市計画道路の長尾杉線、
牧野長尾線（長尾大池部）の７年度末の供用開始に

向けた整備を計画的に進める。

２ 健やかに、生きがいを持って暮らせるまち

�ひらかたポイント事業のスマートフォン
アプリにデジタル手帳の機能を追加し、
継続した健康づくりを後押ししていく。
�７年夏頃の保健所移転に伴い、新施設の機能充実
を図るとともに、隣接する市立ひらかた病院、医
師会館との連携により、健康危機管理拠点として
の役割を強化する。
�高齢者が生きがいを持ちながら、無理なく地域で
就労の場を得る仕組みづくりとして、短時間の就
労的活動を支援する介護予防の取組を新たに実施
する。
�重度障害者の自立した生活を支援するため、グル
ープホームの整備に向け公募の手続を進めるとと
もに、障害者が地域での生活を試行的に体験でき
る機会や場の整備を進め、地域での生活への円滑
な移行を推進する。
�多文化共生社会の実現に向け、外国人市民からの
様々な相談に対応できる体制の検討を進める。
�終戦から８０年を迎え、平和への機運が高まる中、
若者が自分たちにできることを考え、平和へのメ
ッセージを広く発信する機会を創出する。

３ 一人ひとりの成長を支え、豊かな心を育むまち

�若者の声を取り入れながら、淀川河
川敷におけるスケートボードパーク
の整備に向けた設計に取りかかり、
アーバンスポーツに親しめる場を拡充する。
�総合文化芸術センターにおいて、魅力的で多彩な
事業を展開し、質の高い文化芸術に触れる機会の
充実と、人々の交流やにぎわいの創出に取り組
む。

４ 地域資源を生かし、
人々が集い活力がみなぎるまち

�大阪・関西万博では、様々な催事へ
出展し、国内外からの観光客に本市
の魅力を広くＰＲすることで、誘客を図るほか、
ビジネスマッチングの機会を創出するなど、地域
経済の活性化を目指す。
�ひらかた万博では、共創により生まれた特産品等
を披露するイベントの開催など、広く市内外へ発
信するとともに、同万博の取組で育まれた多様な
主体による連携と共創の仕組みを継続していく。
�市内中小企業の人材確保・定着を目的とした奨学金
返還支援制度を創設する。

�東部地域の豊かな自然や農産物等の地域資源を生
かした観光コンテンツや特産品の創出、ツーリズ
ム化を多様なステークホルダーとの共創により促
進する。
�本市の農業を将来にわたり持続させていけるよう、
新規就農者の確保に向けた支援を行い、継続的な
就農につなげる。

５ 自然と共生し、美しい環境を守り育てるまち

�２０５０年ゼロカーボンシティ実現に向け、
市内ため池に設置しているメガソーラ
ーの発電を拡大し、脱炭素とため池管
理費用の確保など、地域課題の解決を図るモデル
事業を推進する。
�地域脱炭素の取組の促進に向けて、創エネ・省エ
ネ設備に対する補助を拡大する。

施策を推進するための基盤となる取組
�全ての施策の根底に人権尊重の視点を
置き、人権侵害は許さないという意志
の下、お互いを思いやる心豊かな人権
が尊重されるまちづくりを進める。
�インフレにより事業費支出が増加傾向である社会
情勢等に鑑み、既存事業のスクラップアンドビル
ドの徹底により、施策の実施や拡充に取り組む。
�旧中宮北小学校跡地の活用について、地域との調
整を行いながら、７年度中の構想の具現化に向け
検討を進める。
�市立ひらかた病院について、医療を取り巻く状況
の変化や厳しい経営状況等を踏まえて、経営強化
プランを見直し、持続可能な経営を目指す。
�人口減少や節水機器等の普及などにより水需要の
減少が見込まれる厳しい経営環境の中、経営の健
全化と基盤の強化に向けた取組を進める。
�枚方市駅前市民窓口センターの利用促進を図ると
ともに、同センターで導入した窓口での申請手続
を円滑にするシステムを本庁舎や各支所へも展開
する。
�ふるさと納税について、プロモーションを展開す
るとともに、新たな返礼品の開拓を行う。また、
企業版ふるさと納税についても、本市とゆかりの
ある企業を中心にアプローチを推進する。
�健康経営の取組を推進することで、職員のウェルビ
ーイングの向上と、一層質の高い市民サービスの
提供につなげるとともに、職員一人一人が自身の
能力を最大限に発揮し、やりがいを感じながら働
くことができる職場環境の整備を進め、人材の定
着や組織力の向上を図る。
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議
員

こ
れ
ま
で
か
ら
奨
学
金
返

還
支
援
制
度
の
必
要
性
を
主
張
し
、

要
望
を
重
ね
て
き
た
が
、
い
よ
い

よ
７
年
度
か
ら
、
府
内
中
核
市
で

初
め
て
市
独
自
で
創
設
す
る
運
び

と
な
っ
た
。
本
制
度
の
導
入
意
義

を
ど
の
よ
う
に
捉
え
て
い
る
の
か
。

市
長

少
子
化
や
労
働
市
場
の
変

化
に
よ
り
、
市
内
中
小
企
業
の
人

材
確
保
は
大
き
な
課
題
と
な
っ
て

お
り
、
若
年
者
が
奨
学
金
返
済
の

負
担
を
理
由
に
地
元
で
の
就
職
を

諦
め
る
こ
と
な
く
働
き
続
け
ら
れ

る
環
境
整
備
は
必
要
だ
と
考
え
る
。

本
制
度
を
通
じ
て
市
民
の
活
躍
を

支
援
し
、
市
内
産
業
の
活
性
化
や

地
域
経
済
の
発
展
に
も
寄
与
で
き

る
よ
う
取
組
を
進
め
る
。

要
望
等

市
内
企
業
で
の
雇
用
促

進
や
市
内
産
業
の
活
性
化
に
向
け
、

ま
ず
は
本
制
度
を
し
っ
か
り
と
運

用
し
た
上
で
効
果
検
証
を
行
い
、

改
善
や
さ
ら
な
る
充
実
を
図
る
と

と
も
に
、
医
療
法
人
や
社
会
福
祉

法
人
な
ど
に
も
対
象
を
拡
大
す
る

こ
と
を
検
討
し
、
慢
性
的
な
人
手

不
足
を
解
消
す
る
こ
と
に
よ
り
安

定
し
た
雇
用
の
創
出
や
社
会
貢
献

に
つ
な
げ
る
よ
う
要
望
す
る
。

児童相談所
開
設
に
向
け
人
材
・
財
源
確
保
や

地
域
住
民
へ
の
丁
寧
な
説
明
を

議
員

児
童
相
談
所
と
一
時
保
護

施
設
の
開
設
に
向
け
て
７
年
度
に

基
本
計
画
策
定
に
着
手
す
る
と
い

う
。
人
材
確
保
や
人
材
育
成
の
観

点
か
ら
元
児
童
相
談
所
の
所
長
や

し
ょ
う
へ
い

職
員
の
招
聘
に
つ
い
て
提
案
し
て

き
た
が
、
見
解
を
聞
く
。

ま
た
、
開
設
準
備
期
間
は
、
整

備
費
用
に
加
え
人
件
費
の
負
担
も

大
き
く
な
る
。他
市
で
は
、児
童
相

談
所
基
金
を
創
設
し
、財
源
確
保
の

手
段
と
し
て
い
る
事
例
も
あ
る
が
、

本
市
で
は
ど
う
取
り
組
む
の
か
。

市
長

開
設
へ
の
取
組
が
本
格
化

す
る
こ
と
を
踏
ま
え
、
元
児
童
相

談
所
の
職
員
等
の
招
聘
に
関
し
て

調
整
を
行
っ
て
い
る
。

ま
た
、
開
設
に
は
多
額
の
財
源

を
要
す
る
た
め
、
積
極
的
に
財
源

確
保
に
取
り
組
み
、
国
に
対
し
て

は
、
様
々
な
機
会
を
捉
え
て
財
源

措
置
の
充
実
を
働
き
か
け
て
い
く
。

要
望
等

児
童
相
談
所
の
候
補
地

と
し
て
旧
中
宮
北
小
学
校
の
跡
地

を
優
先
的
に
検
討
し
て
い
る
が
、

地
域
住
民
に
詳
し
く
説
明
を
し
、

意
見
を
し
っ
か
り
と
聴
取
し
な
が

ら
取
り
組
む
よ
う
要
望
す
る
。

留
守
家
庭
児
童
会
室
の
環
境
整
備

専
用
棟
の
建
て
替
え
も
検
討
を

議
員

子
育
て
と
仕
事
の
両
立
支

援
や
子
ど
も
た
ち
が
安
心
し
て
過

ご
せ
る
環
境
整
備
を
求
め
て
き
た
。

そ
の
う
ち
留
守
家
庭
児
童
会
室
に

つ
い
て
の
今
後
の
取
組
を
聞
く
。

ま
た
、
放
課
後
オ
ー
プ
ン
ス
ク

エ
ア（
＊
２
）は
、
運
動
場
や
体
育

館
の
利
用
を
望
む
声
も
多
く
あ
る

が
、
活
動
場
所
の
拡
大
は
ど
の
よ

う
に
進
め
る
の
か
。

教
育
長

７
年
度
は
、
留
守
家
庭

児
童
会
室
ト
イ
レ
の
洋
式
化
や
男

女
別
ト
イ
レ
の
設
置
な
ど
を
進
め
、

学
校
施
設
を
最
大
限
に
活
用
す
る

こ
と
を
基
本
に
老
朽
化
対
策
計
画

を
策
定
す
る
。
ま
た
、
土
曜
日
に

入
室
児
童
の
希
望
に
応
じ
て
開
室

し
利
用
実
態
を
検
証
の
上
、
土
曜

日
の
総
合
型
放
課
後
事
業（
＊
１
）

の
方
針
を
定
め
る
と
と
も
に
、
長

期
休
業
期
の
昼
食
提
供
に
つ
い
て

も
全
校
実
施
に
向
け
て
取
り
組
む
。

放
課
後
オ
ー
プ
ン
ス
ク
エ
ア
は
、

学
校
と
連
携
し
、
図
書
室
や
体
育

館
な
ど
既
存
施
設
を
有
効
活
用
し
、

子
ど
も
た
ち
に
と
っ
て
よ
り
充
実

し
た
居
場
所
と
な
る
よ
う
努
め
る
。

要
望
等

留
守
家
庭
児
童
会
室
は
、

専
門
棟
の
建
て
替
え
も
含
め
た
計

画
の
検
討
を
要
望
す
る
。

◆
そ
の
他
の
質
問

○
補
聴
器
購
入
費
補
助
の
対
象
条

件
を
見
直
し
拡
充
を

○
窓
口
シ
ス
テ
ム
に
よ
る
業
務
効

率
化
で
市
民
サ
ー
ビ
ス
向
上
を

議
員

行
財
政
改
革
プ
ラ
ン
２
０

２
４
に
は
、
生
涯
学
習
市
民
セ
ン

タ
ー
や
体
育
館
、
公
的
施
設
の
駐

車
場
等
を
対
象
と
し
た
使
用
料
や

手
数
料
等
の
見
直
し
が
掲
げ
ら
れ

て
い
る
。
物
価
高
騰
の
影
響
で
市

民
の
暮
ら
し
が
厳
し
さ
を
増
す
中
、

国
に
よ
る
低
所
得
者
へ
の
支
援
事

業
が
実
施
さ
れ
て
い
る
に
も
か
か

わ
ら
ず
、
本
市
で
は
枚
方
市
駅
周

辺
再
整
備
事
業
と
し
て
大
規
模
開

発
が
行
わ
れ
て
お
り
、
多
額
な
開

発
事
業
費
が
必
要
で
あ
る
。
使
用

料
等
の
値
上
げ
に
よ
る
市
民
負
担

を
増
や
し
、
開
発
事
業
費
の
財
源

確
保
を
進
め
る
つ
も
り
な
の
か
。

見
解
を
聞
く
。

市
長

使
用
料
等
の
見
直
し
は
、

受
益
と
負
担
の
公
平
性
の
確
保
や

持
続
可
能
な
公
共
サ
ー
ビ
ス
の
提

供
に
つ
な
げ
る
こ
と
な
ど
を
目
的

に
、
不
断
の
取
組
と
し
て
行
う
必

要
が
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

要
望
等

経
常
収
支
比
率（
＊
３
）

が
１
０
０
％
を
超
え
よ
う
と
す
る

中
で
、
市
民
か
ら
も
議
会
か
ら
も

理
解
を
得
ら
れ
る
と
は
言
い
難
い

同
再
整
備
事
業
は
中
止
し
、
市
役

所
の
建
て
替
え
事
業
に
特
化
し
た

計
画
に
見
直
す
べ
き
で
あ
る
。

希
望
園
に
入
れ
な
い
現
状

保
育
所
整
備
を
優
先
す
べ
き

議
員

５
年
度
か
ら
保
育
所
の
利

用
調
整
に
お
け
る
制
度
見
直
し
を

行
っ
た
。
希
望
園
を
１０
園
ま
で
書

け
る
と
言
え
ば
聞
こ
え
は
い
い
が
、

自
家
用
車
や
自
転
車
で
通
え
る
子

ど
も
、
徒
歩
で
し
か
通
え
な
い
子

ど
も
な
ど
家
庭
環
境
に
よ
っ
て
差

が
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
園
数

の
記
載
が
多
け
れ
ば
有
利
に
な
る

と
い
う
。
両
親
共
働
き
、
育
休
明

け
で
利
用
調
整
の
点
数
が
満
点
で

あ
っ
て
も
希
望
す
る
保
育
所
に
入

れ
な
い
、
希
望
以
外
の
園
を
書
か

ざ
る
を
得
な
い
実
態
を
市
長
は
ど

の
よ
う
に
受
け
止
め
て
い
る
の
か
。

そ
も
そ
も
ど
ん
な
家
庭
状
況
で
も

通
え
る
よ
う
保
育
所
の
整
備
を
優

先
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

市
長

利
用
調
整
に
つ
い
て
は
、

よ
り
保
育
の
必
要
性
が
高
い
保
護

者
に
利
用
し
て
も
ら
え
る
よ
う
実

施
し
て
お
り
、
よ
り
保
護
者
ニ
ー

ズ
に
即
し
た
も
の
と
な
る
よ
う
見

直
し
を
図
っ
て
い
る
。
今
後
も
、

保
育
を
必
要
と
す
る
保
護
者
が
希

望
す
る
施
設
を
利
用
で
き
る
よ
う

取
り
組
ん
で
い
く
。

デ
マ
ン
ド
タ
ク
シ
ー
の
実
施
や

高
齢
者
へ
の
運
賃
助
成
を

議
員

総
合
交
通
計
画
で
は
、
公

共
交
通
不
便
地
域
に
お
い
て
地
域

自
主
運
行
型
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
交
通

を
推
奨
し
て
い
る
が
、
自
主
運
行

の
条
件
が
整
わ
な
い
地
域
の
意
見

を
聞
き
、
デ
マ
ン
ド
タ
ク
シ
ー
等

の
運
行
で
要
望
に
応
え
る
こ
と
が

必
要
で
は
な
い
か
。
ま
た
、
高
齢

者
へ
の
運
賃
助
成
は
元
年
に
廃
止

さ
れ
て
お
り
、
新
た
な
助
成
を
検

討
す
べ
き
だ
が
、
見
解
を
聞
く
。

市
長

ま
ず
は
現
状
の
公
共
交
通

の
維
持
を
最
優
先
に
取
り
組
む
。

点
在
す
る
公
共
交
通
不
便
地
域
に

お
い
て
は
、
地
域
自
主
運
行
型
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
交
通
を
担
う
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
輸
送
の
支
援
拡
充
や
周
知

を
図
り
、
地
域
の
意
見
等
も
丁
寧

に
聞
き
取
っ
た
上
で
推
進
す
る
。

ま
た
、
高
齢
者
の
外
出
支
援
の
考

え
方
と
し
て
、
外
出
を
単
な
る
移

動
で
は
な
く
生
き
が
い
づ
く
り
や

健
康
づ
く
り
に
寄
与
す
る
も
の
で

あ
る
と
考
え
る
こ
と
か
ら
、
ひ
ら

か
た
ポ
イ
ン
ト
を
付
与
す
る
方
法

で
施
策
展
開
を
図
っ
て
い
る
。

要
望
等

運
賃
助
成
や
デ
マ
ン
ド

タ
ク
シ
ー
の
実
施
に
加
え
、
地
域

公
共
交
通
会
議（
＊
４
）の
早
急
な

設
置
と
定
期
開
催
を
要
望
す
る
。

◆
そ
の
他
の
質
問

○
長
引
く
物
価
高
騰
に
対
す
る
さ

ら
な
る
市
独
自
支
援
策
を

○
農
地
の
集
約
化
だ
け
で
な
く
家

族
農
業
を
守
れ
る
施
策
を

枚
方
議
会
３
面

０
５
０
１
０
３

木
❶
木
❷
木
❸
井
❹
井
❺
井

ふじ た ゆき ひさ

藤田幸久
まつ おか

松岡ちひろ

若年者の就労支援として実施する
市内企業の合同就職面接会のチラシ現市役所本庁舎

議
員

子
ど
も
を
守
る
条
例
や
子

ど
も
・
若
者
総
合
計
画
に
基
づ
き
、

子
ど
も
の
人
権
を
尊
重
し
最
善
の

利
益
を
考
慮
し
な
が
ら
子
ど
も
施

策
を
推
進
す
る
と
い
う
が
、
子
ど

も
の
権
利
擁
護
の
在
り
方
に
つ
い

て
の
考
え
を
聞
く
。

市
長

本
市
で
は
、
こ
れ
ま
で
か

ら
家
庭
児
童
相
談
や
Ｓ
Ｎ
Ｓ
相
談

の
実
施
、
い
じ
め
な
ど
の
人
権
侵

害
に
関
す
る
相
談
窓
口
等
の
開
設

の
ほ
か
、
ス
ク
ー
ル
ソ
ー
シ
ャ
ル

ワ
ー
カ
ー
の
全
中
学
校
区
へ
の
配

置
に
向
け
た
取
組
を
進
め
て
い
る
。

今
後
も
よ
り
効
果
的
な
取
組
と
な

る
よ
う
、
他
市
状
況
に
つ
い
て
調

査
、
研
究
を
進
め
る
。

要
望
等

相
談
で
き
る
窓
口
を
増

や
す
こ
と
に
つ
い
て
否
定
は
し
な

い
が
、
子
ど
も
の
権
利
を
守
り
な

が
ら
救
済
ま
で
を
行
う
一
貫
し
た

取
組
が
求
め
ら
れ
る
。
子
ど
も
の

権
利
条
例
を
制
定
し
、
市
か
ら
独

立
し
た
子
ど
も
の
権
利
救
済
機
関

を
設
置
す
る
よ
う
要
望
す
る
。

５歳児健診
発
育
状
況
に
よ
る
選
別
を
危
惧

親
子
双
方
に
寄
り
添
い
支
援
を

議
員

７
年
度
か
ら
新
た
に
５
歳

児
健
診
を
設
け
、
言
語
理
解
能
力

や
社
会
性
が
高
ま
る
年
齢
児
に
合

わ
せ
た
発
育
状
況
の
早
期
把
握
を

す
る
と
い
う
。
子
ど
も
の
発
育
の

早
さ
は
違
っ
て
当
た
り
前
で
あ
り
、

障
害
の
有
無
や
発
育
状
況
に
よ
る

子
ど
も
の
選
別
や
レ
ッ
テ
ル
貼
り

に
つ
な
が
る
こ
と
を
危
惧
す
る
が
、

改
め
て
健
診
の
目
的
を
聞
く
。

市
長

精
神
発
達
に
関
す
る
支
援

が
望
ま
れ
る
子
ど
も
に
つ
い
て
、

個
別
発
達
相
談
に
つ
な
が
っ
て
い

な
い
場
合
や
他
市
か
ら
転
入
し
て

き
た
場
合
に
、
状
況
に
応
じ
た
相

談
や
療
育
に
つ
な
ぎ
、
よ
り
早
い

時
期
か
ら
の
適
切
な
支
援
を
行
う

と
と
も
に
、
保
護
者
に
就
学
後
の

子
ど
も
の
育
ち
を
見
通
し
な
が
ら

早
期
か
ら
十
分
な
情
報
提
供
の
下

で
就
学
先
の
検
討
や
選
択
を
し
て

も
ら
う
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
。

要
望
等

子
ど
も
を
あ
り
の
ま
ま

受
け
入
れ
る
こ
と
が
子
ど
も
の
権

利
を
尊
重
す
る
こ
と
で
あ
り
、
そ

の
こ
と
の
大
切
さ
を
保
護
者
が
不

安
感
な
く
受
け
入
れ
ら
れ
る
よ
う
、

親
子
丸
ご
と
の
寄
り
添
い
型
の
支

援
の
実
施
を
要
望
す
る
。

人権侵害
市
の
ト
ッ
プ
で
あ
る
市
長
が

毅
然
と
し
た
態
度
を
示
す
べ
き

議
員

い
わ
ゆ
る
女
性
支
援
法
の

施
行
を
踏
ま
え
、
８
年
度
を
始
期

と
し
た
第
４
次
男
女
共
同
参
画
計

画
を
策
定
す
る
と
い
う
が
、
同
法

は
す
で
に
施
行
さ
れ
て
お
り
、
市

も
対
応
を
始
め
て
い
る
中
、
計
画

を
策
定
す
る
理
由
を
聞
く
。

ま
た
、
６
年
１０
月
に
貼
り
紙
に

よ
る
差
別
事
象
が
あ
っ
た
に
も
か

か
わ
ら
ず
、
人
権
侵
害
を
許
さ
な

い
姿
勢
が
あ
ま
り
感
じ
ら
れ
な
い

が
、
市
長
は
市
民
に
対
し
そ
の
姿

勢
を
ど
の
よ
う
に
示
す
の
か
。

市
長

第
４
次
男
女
共
同
参
画
計

画
は
、
こ
れ
ま
で
の
男
女
共
同
参

画
推
進
条
例
や
、
男
女
共
同
参
画

社
会
基
本
法
等
に
基
づ
く
市
町
村

計
画
に
加
え
、
女
性
支
援
法
に
規

定
さ
れ
る
計
画
を
新
た
に
位
置
付

け
て
策
定
す
る
。

ま
た
、
発
生
し
た
差
別
事
象
は

決
し
て
許
さ
れ
る
も
の
で
は
な
く
、

警
察
と
も
連
携
し
て
対
応
し
た
。

今
後
も
人
権
侵
害
は
許
さ
れ
る
も

の
で
は
な
い
こ
と
が
市
民
に
効
果

的
に
伝
わ
る
よ
う
、
デ
ジ
タ
ル
サ

イ
ネ
ー
ジ
や
Ｓ
Ｎ
Ｓ
な
ど
様
々
な

手
法
を
用
い
て
取
り
組
む
。

要
望
等

市
の
ト
ッ
プ
で
あ
る
市

長
が
毅
然
と
し
た
態
度
で
人
権
侵

害
を
許
さ
な
い
姿
勢
を
示
し
、
人

権
が
尊
重
さ
れ
る
ま
ち
づ
く
り
を

共
に
進
め
て
い
き
た
い
と
考
え
る
。

◆
そ
の
他
の
質
問

○
外
国
人
市
民
の
安
全
、安
心
な
生

活
の
た
め
の
市
役
所
の
構
築
を

○
疲
弊
す
る
学
校
現
場
の
状
況
を

把
握
し
さ
ら
な
る
人
員
拡
充
を

議
員

市
長
は
、
庁
舎
の
建
て
替

え
は
こ
れ
以
上
先
延
ば
し
に
で
き

な
い
と
市
政
運
営
方
針
で
述
べ
て

い
る
が
、
ま
る
で
先
延
ば
し
が
議

会
の
責
任
で
あ
る
か
の
よ
う
で
あ

る
。
議
会
は
議
論
を
前
に
進
め
る

た
め
に
改
善
要
望
を
出
し
て
き
た

が
、
そ
れ
に
は
耳
を
貸
さ
ず
に
平

行
線
の
態
度
を
取
り
続
け
た
の
は

市
長
の
ほ
う
で
は
な
い
か
。
先
延

ば
し
に
で
き
な
い
と
は
ど
う
い
う

意
味
で
言
っ
て
い
る
の
か
。

市
長

老
朽
化
が
進
む
庁
舎
の
建

て
替
え
は
、
市
民
の
安
全
な
暮
ら

し
を
守
る
た
め
に
も
先
延
ば
し
に

で
き
な
い
と
い
う
私
の
思
い
と
し

て
市
政
運
営
方
針
に
示
し
た
。
市

民
と
市
の
未
来
を
切
り
開
く
た
め
、

本
議
会
で
④
・
⑤
街
区（
＊
５
）の

再
整
備
の
具
体
化
に
向
け
て
、
新

庁
舎
位
置
を
確
定
で
き
る
よ
う
、

不
退
転
の
決
意
で
臨
む
。

要
望
等

こ
れ
ま
で
の
議
論
で
、

枚
方
市
駅
前
か
ら
の
開
け
た
み
ど

り
の
大
空
間
の
コ
ン
セ
プ
ト
が
既

に
ず
れ
て
き
た
と
い
う
問
題
点
を

指
摘
し
て
い
る
。こ
の
ず
れ
を
知
ら

な
い
市
民
の
中
に
は
、
大
空
間
が

で
き
る
と
思
っ
て
い
る
人
も
い
る
。

不
退
転
の
決
意
と
い
う
が
、
信
念

を
貫
く
こ
と
と
我
を
貫
く
こ
と
は

異
な
る
。信
念
を
貫
く
た
め
に
我
を

捨
て
、
本
当
に
市
の
た
め
に
な
る

施
策
を
推
進
す
べ
き
と
意
見
す
る
。

加配職員配置
幼
稚
園
の
補
助
金
も
見
直
し

障
害
児
受
入
れ
体
制
の
整
備
を

議
員

配
慮
が
必
要
な
園
児
に
対

し
加
配
職
員
を
配
置
す
る
際
に
は
、

民
間
施
設
に
補
助
金
が
支
給
さ
れ

る
。
し
か
し
、
現
行
の
金
額
で
は

年
間
を
通
し
て
職
員
を
雇
用
す
る

こ
と
が
で
き
な
い
た
め
、
改
善
を

要
望
し
て
き
た
。
私
立
保
育
所
等

に
お
け
る
補
助
制
度
の
充
実
を
図

る
と
い
う
が
、そ
の
内
容
を
聞
く
。

市
長

障
害
児
加
配
に
お
け
る
人

件
費
に
苦
慮
し
て
い
る
と
い
う
私

立
保
育
所
等
か
ら
の
声
を
受
け
、

障
害
児
１
人
当
た
り
年
２
０
７
万

８
千
円
、
２
人
で
は
年
３
０
０
万

円
と
し
て
い
た
現
行
制
度
を
見
直

し
、
１
人
当
た
り
一
律
で
年
２
８

３
万
９
千
円
に
増
額
す
る
。

要
望
等

障
害
児
保
育
が
一
層
進

む
と
考
え
ら
れ
る
こ
の
見
直
し
は

喜
ば
し
い
一
方
、
幼
稚
園
に
つ
い

て
は
、
補
助
制
度
の
主
体
が
府
で

あ
る
こ
と
か
ら
補
助
は
拡
充
さ
れ

な
い
と
い
う
。
全
て
の
子
ど
も
が

す
く
す
く
と
成
長
し
、
生
き
生
き

と
学
べ
る
よ
う
、
幼
稚
園
に
お
い

て
も
市
の
責
任
の
下
で
の
受
入
れ

体
制
の
整
備
を
要
望
す
る
。

給食の米飯
献
立
に
最
大
限
組
み
込
む
一
方

炊
飯
は
な
ぜ
委
託
な
の
か

議
員

市
は
１０
年
度
か
ら
中
学
校

の
全
員
給
食
を
実
施
す
る
が
、
豊

か
な
心
と
健
全
な
体
の
育
成
に
は
、

実
施
だ
け
で
な
く
、
安
全
で
お
い

し
い
も
の
の
提
供
に
つ
い
て
真
剣

に
考
え
る
必
要
が
あ
る
。
地
元
産

食
材
や
米
飯
を
最
大
限
献
立
に
組

み
込
む
工
夫
を
す
る
中
、
な
ぜ
新

た
に
整
備
す
る
給
食
セ
ン
タ
ー
は

炊
飯
委
託
を
前
提
に
し
た
の
か
。

市
長

給
食
の
米
は
、
徹
底
し
た

衛
生
管
理
の
下
で
精
米
さ
れ
た
も

の
を
府
の
学
校
給
食
会
か
ら
委
託

業
者
に
納
品
し
炊
飯
し
て
お
り
、

他
の
調
理
場
と
同
様
に
す
る
こ
と

で
一
括
管
理
で
き
る
こ
と
か
ら
、

委
託
を
前
提
と
し
た
。

要
望
等

中
学
校
は
月
２
回
が
パ

ン
食
だ
が
、
小
学
校
は
月
８
回
で

あ
り
、
保
護
者
か
ら
は
米
飯
を
増

や
し
て
ほ
し
い
と
い
う
声
を
聞
く
。

米
飯
給
食
は
次
世
代
の
米
消
費
の

主
体
と
な
る
子
ど
も
に
日
本
型
食

生
活
を
受
け
継
い
で
も
ら
う
た
め

に
も
重
要
で
あ
る
た
め
、
米
飯
給

食
の
推
進
を
要
望
す
る
。

◆
そ
の
他
の
質
問

○
配
慮
が
必
要
な
子
ど
も
も
通
え

る
こ
ど
も
誰
で
も
通
園
制
度
を

○
子
ど
も
が
安
心
で
き
て
心
の
傷

を
癒
せ
る
児
童
相
談
所
に

の むら いく よ

野村生代
なが とも かつ よし

長友克由

子どもを守る条例啓発事業のイベントチラシ枚方市駅前

＊
１

総
合
型
放
課
後
事
業
…
留
守
家
庭
児
童
会
室
、

枚
方
子
ど
も
い
き
い
き
広
場
、
放
課
後
オ
ー
プ
ン
ス
ク

エ
ア（
＊
２
）の
３
事
業
を
総
合
的
に
運
営
す
る
事
業
の

こ
と
。

＊
２

放
課
後
オ
ー
プ
ン
ス
ク
エ
ア
（
放
課
後
子
ど
も

教
室
）
…
総
合
型
放
課
後
事
業（
＊
１
）の
う
ち
、
放
課

後
に
児
童
が
安
心
し
て
自
由
に
遊
べ
る
場
と
し
て
新
た

に
学
校
の
一
部
を
開
放
す
る
事
業
の
こ
と
。

＊
３

経
常
収
支
比
率
…
財
政
構
造
の
弾
力
性
を
判
断

す
る
た
め
の
指
標
で
、
地
方
税
、
普
通
交
付
税
な
ど
、

使
途
の
特
定
が
な
く
、
毎
年
度
経
常
的
に
収
入
さ
れ
る

一
般
財
源
（
経
常
一
般
財
源
）
の
う
ち
、
人
件
費
、
扶

助
費
、
公
債
費
な
ど
、
毎
年
度
経
常
的
に
支
出
さ
れ
る

経
費
（
経
常
的
経
費
）
が
占
め
る
割
合
の
こ
と
。
こ
の

比
率
が
低
い
ほ
ど
、
財
政
構
造
に
弾
力
性
が
あ
り
様
々

な
ニ
ー
ズ
に
対
応
し
て
政
策
的
経
費
に
充
当
で
き
る
財

源
が
多
く
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

＊
４

地
域
公
共
交
通
会
議
…
道
路
運
送
法
に
基
づ
き
、

バ
ス
等
の
サ
ー
ビ
ス
や
利
便
性
を
向
上
さ
せ
る
た
め
、

地
域
の
実
情
に
即
し
た
運
行
内
容
や
料
金
等
に
つ
い
て
、

自
治
体
や
交
通
事
業
者
の
運
転
者
組
織
等
が
参
画
し
、

協
議
す
る
場
の
こ
と
。

＊
５

街
区
…
枚
方
市
駅
周
辺
再
整
備
で
は
、
市
駅
周

辺
を
①
街
区
か
ら
⑤
街
区
ま
で
の
５
つ
の
エ
リ
ア
に
定

め
、
再
整
備
を
進
め
る
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
。

各
街
区
の
位
置
に
つ
い
て
は
左
図
の
と
お
り
。

＜ ３ ＞ 令和７年（２０２５年）５月１日 枚 方 市 議 会 報 第３５６号



会　計　名 令和
７年度

令和
６年度

前年度比
増 減 率

一般会計 167,800,000 155,700,000 7.8

特
別
会
計

国民健康保険 37,424,000 40,000,000 ▲ 6.4

自動車駐車場 98,000 98,000 - 

財 産 区 228,000 109,000 109.2

介 護 保 険 39,556,000 38,167,000 3.6

後期高齢者医療 8,754,000 8,539,000 2.5

母子父子寡婦
福祉資金貸付金 25,000 25,000 - 

企
業
会
計

水 道 事 業 14,053,372 13,712,730 2.5

病 院 事 業 14,773,700 13,220,970 11.7

下 水 道 事 業 21,334,278 20,350,029 4.8

合　計 304,046,350 289,921,729 4.9

各
会
計
別
予
算
額

（単位：千円、％）

※企業会計の予算は、収入と支出が必ずしも一致しないため、支出額を記載しています。

枚
方
議
会
４
面

０
５
０
１
０
４

井
❶
井
❷
木
❸
井
❹
井
❺
井

議
員

北
部
支
所
は
築
５０
年

が
経
過
し
、
老
朽
化
に
よ
り

維
持
管
理
費
が
増
加
し
て
い

る
が
、
駐
車
場
交
通
誘
導
警

備
委
託
料
の
内
容
を
聞
く
。

課
長

駐
車
場
内
で
の
車
の

誘
導
、
通
行
人
や
自
転
車
の

安
全
確
保
等
を
委
託
す
る
。

要
望
等

行
財
政
改
革
プ
ラ

ン
２
０
２
４
で
掲
げ
ら
れ
て

い
る
駐
車
場
の
有
料
化
を
進

め
れ
ば
、
委
託
料
が
不
要
と

な
る
。
得
ら
れ
た
財
源
を
施

設
の
維
持
補
修
に
充
て
る
な

ど
、
必
要
な
財
源
を
生
み
出

す
た
め
の
取
組
を
要
望
す
る
。

直
接
避
難
型
の
福
祉
避
難
所

補
助
金
交
付
の
流
れ
は

議
員

直
接
避
難
型
の
福
祉

避
難
所（
＊
１
）と
な
る
施
設

に
対
し
て
、
備
蓄
物
資
等
の

購
入
費
用
を
補
助
す
る
と
い

う
が
、
補
助
金
交
付
ま
で
の

手
続
の
流
れ
を
聞
く
。

課
長

施
設
と
の
事
前
協
議

で
、
国
が
定
め
る
指
定
基
準

に
該
当
す
る
か
、
ま
た
、
受

入
可
能
人
数
等
を
確
認
す
る
。

そ
の
後
、
受
入
れ
対
象
者
と

施
設
と
の
調
整
を
経
て
、
対

象
者
の
特
性
に
応
じ
て
必
要

と
な
る
物
資
等
の
選
定
協
議

を
進
め
る
。
な
お
、
補
助
金

交
付
は
物
資
購
入
後
と
す
る
。

要
望
等

物
資
購
入
の
先
払

い
が
困
難
な
施
設
は
概
算
払

い
と
す
る
よ
う
要
望
す
る
。

行
財
政
改
革
の
取
組
で

基
金
残
高
の
確
保
を

議
員

当
初
予
算
編
成
に
当

た
っ
て
の
基
金
の
繰
入
額
及

び
残
高
の
見
通
し
を
聞
く
。

課
長

６
年
度
か
ら
９
８
０

０
万
円
増
の
６２
億
２
８
０
０

万
円
の
基
金
繰
入
金
を
計
上

し
て
い
る
。
長
期
財
政
の
見

通
し
に
お
い
て
は
、
５
年
度

決
算
の
基
金
残
高
総
額
３
６

９
億
円
が
１８
年
度
に
は
１
１

１
億
円
に
な
る
と
見
込
む
。

要
望
等

行
財
政
改
革
の
取

組
を
着
実
に
実
行
し
、
基
金

残
高
の
確
保
に
努
め
る
よ
う

意
見
し
て
お
く
。
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議
員

自
転
車
通
行
空
間
整

備
事
業
経
費
を
計
上
し
て
い

る
が
、
そ
の
内
容
を
聞
く
。

課
長

同
経
費
は
、
甲
斐
田

三
栗
線
な
ど
の
６
路
線
に
お

い
て
、
車
道
左
側
へ
の
青
矢

羽
根
や
自
転
車
の
ピ
ク
ト
グ

ラ
ム
等
の
設
置
、
及
び
そ
の

検
討
を
行
う
費
用
で
あ
る
。

要
望
等

特
に
甲
斐
田
三
栗

線
と
御
殿
山
小
倉
線
と
の
交

差
点
は
安
全
確
保
が
急
務
で

あ
り
、
地
域
か
ら
も
同
空
間

の
整
備
を
求
め
る
声
を
聞
く
。

ス
ピ
ー
ド
感
を
持
っ
て
取
り

組
む
よ
う
要
望
す
る
。

ボランティア
輸 送
導
入
を
検
討
し
や
す
い

補
助
制
度
の
設
計
を

議
員

地
域
自
主
運
行
型
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
交
通
の
一
つ
で

あ
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
輸
送
を

担
う
運
転
者
に
対
し
て
の
報

酬
支
払
い
を
可
能
と
し
、
報

酬
相
当
分
を
補
助
す
る
方
針

を
６
年
度
に
示
し
た
は
ず
だ

が
、
同
事
業
の
経
費
が
増
額

さ
れ
て
い
な
い
理
由
を
聞
く
。

課
長

現
在
、
補
助
制
度
拡

充
を
検
討
し
て
お
り
、
ニ
ー

ズ
を
把
握
し
た
段
階
で
予
算

措
置
に
係
る
調
整
を
進
め
る
。

要
望
等

地
域
が
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
輸
送
の
導
入
を
前
向
き

に
検
討
で
き
る
補
助
制
度
と

す
る
と
と
も
に
、
予
算
が
不

足
し
た
際
に
は
速
や
か
な
補

正
予
算
措
置
を
要
望
す
る
。

自治会館
屋
根
軽
量
化
な
ど
の

耐
震
改
修
も
助
成
対
象
に

議
員

市
は
自
治
会
館
の
改

修
費
用
を
助
成
し
て
い
る
が
、

７
年
度
に
予
定
さ
れ
て
い
る

改
修
の
内
容
を
聞
く
。

課
長

経
年
劣
化
に
伴
う
外

壁
塗
装
や
屋
根
改
修
、
自
治

会
館
内
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化

等
が
予
定
さ
れ
て
い
る
。

要
望
等

個
人
所
有
の
木
造

住
宅
の
耐
震
化
補
助
制
度
は
、

比
較
的
安
価
な
簡
易
改
修
や

屋
根
の
軽
量
化
等
も
対
象
と

し
て
い
る
。
自
治
会
館
に
つ

い
て
も
同
様
の
改
修
に
対
し

て
助
成
す
る
よ
う
要
望
す
る
。
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議
員

各
種
施
設
等
の
市
の

資
産
は
住
民
満
足
度
を
高
め

る
ツ
ー
ル
で
あ
る
。
こ
う
し

た
資
産
形
成
に
係
る
７
年
度

の
関
連
予
算
額
を
聞
く
。

課
長

投
資
的
経
費
と
し
て
、

約
６１
億
５
６
０
０
万
円
を
計

上
し
て
い
る
。

要
望
等

住
民
満
足
度
を
高

め
る
施
策
と
し
て
、
補
助
金

や
給
付
金
等
の
支
給
も
大
事

だ
が
、
公
共
施
設
の
建
て
替

え
な
ど
、
市
民
単
独
で
は
で

き
な
い
事
業
を
実
施
し
、
資

産
形
成
に
よ
り
ま
ち
の
魅
力

を
向
上
さ
せ
る
こ
と
も
行
政

の
重
要
な
役
目
で
あ
る
。

消防団員確保
地
域
防
災
の
啓
発
活
動
は

若
者
に
合
わ
せ
た
手
法
で

議
員

地
域
防
災
が
ま
す
ま

す
重
要
に
な
る
一
方
で
、
消

防
団
員
が
減
少
し
て
い
る
。

消
防
団
の
普
及
啓
発
に
係
る

予
算
の
内
容
を
聞
く
。

課
長

専
用
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

の
管
理
や
団
員
募
集
を
兼
ね

た
チ
ラ
シ
作
成
費
用
で
あ
る
。

要
望
等

消
防
団
の
大
事
さ

を
伝
え
る
た
め
実
施
し
た
大

学
生
と
の
共
同
訓
練
は
す
ば

ら
し
い
取
組
で
あ
る
。
今
後

も
若
者
に
合
わ
せ
た
活
動
を

増
や
せ
る
よ
う
、
さ
ら
な
る

市
の
支
援
を
要
望
す
る
。

介護保険給付
高
齢
者
の
健
康
を
維
持
し

将
来
支
出
の
削
減
を

議
員

超
高
齢
社
会
で
保
険

給
付
費
の
増
加
が
推
測
さ
れ

る
。
高
齢
者
が
健
康
を
維
持

す
る
こ
と
が
将
来
支
出
の
削

減
に
つ
な
が
る
と
考
え
る
が
、

介
護
予
防
の
取
組
を
聞
く
。

課
長

体
操
教
室
や
ノ
ル
デ

ィ
ッ
ク
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
な
ど

様
々
な
活
動
を
行
っ
て
い
る
。

７
年
度
か
ら
は
健
康
生
き
が

い
就
労
ト
ラ
イ
ア
ル
事
業
を

開
始
す
る
な
ど
、
高
齢
者
が

自
主
的
に
取
り
組
め
る
介
護

予
防
事
業
を
展
開
し
て
い
く
。

要
望
等

避
け
ら
れ
な
い
こ

の
大
き
な
課
題
の
解
決
に
向

け
、
全
庁
一
丸
と
な
っ
て
取

り
組
む
よ
う
要
望
す
る
。

自転車通行空間を明示する
青矢羽根とピクトグラム 北部支所大学生向けの消防団体験会

議
員

第
３
期
実
行
計
画
で

は
、
学
校
図
書
館
司
書
を
段

階
的
に
増
員
し
、
９
年
度
に

は
全
小・中
学
校
に
配
置
す
る

と
し
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら

ず
、７
年
度
は
こ
れ
ま
で
全
中

学
校
に
配
置
し
て
い
た
学
校

司
書
を
小
学
校
中
心
の
配
置

に
す
る
と
い
う
。
当
初
計
画

ど
お
り
全
小
・
中
学
校
配
置

と
す
べ
き
だ
が
見
解
を
聞
く
。

教
育
長

読
書
活
動
が
持
つ

意
義
は
大
き
く
学
校
司
書
の

配
置
は
非
常
に
大
切
と
認
識

し
て
い
る
。
小
学
校
中
心
の

配
置
と
し
た
効
果
を
見
極
め

な
が
ら
検
証
を
行
っ
て
い
く
。

留
守
家
庭
児
童
会
室
ト
イ
レ

早
急
に
環
境
整
備
を

議
員

留
守
家
庭
児
童
会
室

の
ト
イ
レ
の
環
境
整
備
は
喫

緊
の
課
題
だ
が
、
関
連
経
費

と
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
聞
く
。

課
長

４
か
所
の
男
女
別
ト

イ
レ
の
改
修
、
１０
か
所
の
洋

式
化
の
経
費
を
計
上
し
て
い

る
。
洋
式
化
に
つ
い
て
は
、

７
年
度
早
期
に
発
注
し
、
男

女
別
ト
イ
レ
の
改
修
工
事
に

つ
い
て
は
、
実
施
設
計
完
了

後
、
速
や
か
に
工
事
発
注
で

き
る
よ
う
取
り
組
む
。

要
望
等

ト
イ
レ
改
修
の
早

急
な
実
施
と
と
も
に
、
留
守

家
庭
児
童
会
の
専
用
室
に
つ

い
て
も
基
準
に
適
合
し
た
環

境
整
備
を
要
望
す
る
。

後期高齢者
医療制度
配
慮
措
置
の
終
了

丁
寧
な
周
知
を

議
員

４
年
１０
月
の
後
期
高

齢
者
医
療
制
度
の
見
直
し
に

よ
り
、
窓
口
負
担
割
合
が
１

割
か
ら
２
割
に
な
っ
た
人
へ

の
配
慮
措
置
が
７
年
９
月
に

終
了
す
る
が
、
利
用
者
へ
の

周
知
方
法
を
聞
く
。

課
長

７
月
に
被
保
険
者
へ

一
斉
送
付
す
る
資
格
確
認
書

ま
た
は
資
格
情
報
の
お
知
ら

せ
に
、
同
制
度
の
し
お
り
を

同
封
し
周
知
す
る
。

要
望
等

市
の
広
報
や
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
等
で
も
周
知
し
、

丁
寧
な
対
応
を
要
望
す
る
。

議
員

７
年
１１
月
に
デ
フ
リ

ン
ピ
ッ
ク
が
日
本
で
初
め
て

開
催
さ
れ
る
。
開
催
を
踏
ま

え
て
の
事
業
予
定
は
な
い
と

い
う
が
、
こ
う
し
た
国
際
的

ス
ポ
ー
ツ
大
会
を
広
く
周
知

す
る
こ
と
は
、
聴
覚
障
害
の

あ
る
人
々
に
大
き
な
希
望
と

勇
気
を
届
け
る
絶
好
の
機
会

と
考
え
る
。
情
報
発
信
へ
の

取
組
に
つ
い
て
見
解
を
聞
く
。

課
長

手
話
や
聴
覚
障
害
の

あ
る
人
へ
の
理
解
促
進
に
つ

な
が
る
機
会
と
捉
え
、
市
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
や
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
周

知
に
取
り
組
む
。

樟葉駅前
芝生広場
鳩
の
餌
や
り
抑
止
対
策

諦
め
ず
取
組
を

議
員

樟
葉
駅
前
芝
生
広
場

の
維
持
管
理
を
委
託
し
、
芝

せ

ひ

刈
り
や
施
肥
を
行
う
と
い
う

が
、
鳩
へ
の
餌
や
り
行
為
に

よ
り
問
題
と
な
っ
て
い
る
抜

け
落
ち
た
羽
毛
や
ふ
ん
害
に

つ
い
て
は
解
消
さ
れ
て
い
な

い
。
今
後
の
対
策
を
聞
く
。

課
長

３
月
に
設
置
し
た
監

視
カ
メ
ラ
の
設
置
効
果
を
確

認
し
た
上
で
、
必
要
に
応
じ

て
餌
や
り
行
為
を
監
視
す
る

警
備
業
務
委
託
を
発
注
す
る

な
ど
、
よ
り
効
果
的
な
抑
止

策
に
つ
い
て
検
討
し
て
い
く
。

要
望
等

諦
め
ず
引
き
続
き

の
取
組
を
要
望
す
る
。

不登校児童・
生徒への支援
校
内
教
育
支
援
ル
ー
ム

環
境
整
備
の
方
針
は

議
員

７
年
度
は
教
育
支
援

ル
ー
ム
指
導
員
が
小
・
中
学

校
全
校
に
配
置
さ
れ
る
。
不

登
校
児
童
・
生
徒
へ
の
支
援

が
広
が
る
こ
と
に
安
心
す
る

一
方
、校
内
教
育
支
援
ル
ー
ム

の
環
境
整
備
も
重
要
と
考
え

る
が
、今
後
の
方
針
を
聞
く
。

課
長

準
備
に
係
る
備
品
購

入
費
を
予
算
計
上
し
て
い
る
。

教
室
へ
入
り
づ
ら
い
と
感
じ

る
児
童
、
生
徒
が
落
ち
着
い

て
学
習
で
き
る
環
境
や
安
心

し
て
過
ご
せ
る
環
境
が
学
校

内
に
あ
る
こ
と
は
大
変
重
要

と
考
え
、
実
態
を
把
握
し
な

が
ら
環
境
整
備
に
取
り
組
む
。

議
員

高
齢
者
の
補
聴
器
購

入
助
成
の
対
象
拡
充
を
望
む

声
を
受
け
、
市
民
税
課
税
世

帯
も
対
象
と
す
る
要
件
緩
和

を
こ
れ
ま
で
か
ら
求
め
て
き

た
が
、改
め
て
考
え
を
聞
く
。

市
長

高
齢
者
の
聞
こ
え
づ

ら
さ
は
認
知
症
リ
ス
ク
を
高

め
る
た
め
同
助
成
は
重
要
と

考
え
る
が
、
ま
ず
は
ニ
ー
ズ

を
把
握
し
他
市
の
状
況
等
も

踏
ま
え
て
拡
充
を
判
断
す
る
。

要
望
等

市
民
税
課
税
世
帯

の
人
に
も
聞
こ
え
の
支
援
は

必
要
で
あ
り
、
予
算
化
さ
れ

な
い
こ
と
は
大
変
残
念
で
あ

る
。
早
急
に
助
成
対
象
を
拡

充
す
る
よ
う
要
望
す
る
。

漏
水
調
査
に
加
え

老
朽
化
し
た
水
道
管
更
新
を

議
員

７
年
度
に
初
め
て
実

施
す
る
人
工
衛
星
と
Ａ
Ｉ
解

析
を
活
用
し
た
水
道
管
路
の

漏
水
調
査
は
、
８
年
度
以
降

も
継
続
的
に
実
施
す
る
の
か
。

課
長

調
査
後
に
行
う
漏
水

箇
所
の
特
定
と
修
繕
対
応
に

は
一
定
の
期
間
を
要
す
る
た

め
、
調
査
結
果
や
修
繕
の
進

捗
等
を
踏
ま
え
、
継
続
的
な

実
施
に
つ
い
て
検
討
す
る
。

要
望
等

老
朽
化
し
た
水
道

管
の
更
新
も
、
Ａ
Ｉ
等
を
活

用
し
効
率
的
か
つ
迅
速
に
実

施
す
る
よ
う
要
望
す
る
。

不登校児童・
生徒への支援
フ
リ
ー
ス
ク
ー
ル
の

利
用
料
補
助
を

議
員

メ
タ
バ
ー
ス
空
間
を

活
用
し
た
不
登
校
児
童
・
生

徒
へ
の
支
援
に
つ
い
て
、
試

行
実
施
を
終
え
て
の
取
組
の

評
価
を
聞
く
。

課
長

場
所
を
問
わ
ず
顔
や

声
を
出
さ
ず
に
コ
ミ
ュ
ニ
ケ

ー
シ
ョ
ン
を
取
れ
る
た
め
、

安
心
し
て
活
動
に
参
加
で
き
、

家
庭
外
で
の
つ
な
が
り
や
日

常
行
動
に
自
信
を
持
つ
き
っ

か
け
と
し
て
有
効
と
考
え
る
。

要
望
等

不
登
校
児
童
・
生

徒
に
は
居
場
所
の
選
択
肢
が

必
要
で
あ
る
。
フ
リ
ー
ス
ク

ー
ル
に
お
け
る
利
用
料
の
補

助
等
を
要
望
す
る
。

市で実施された
デフバスケの体験会 学校司書水道管路工事
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議
員

先
日
、
津
田
に
あ
る

春
日
神
社
の
秋
祭
り
が
本
市

初
と
な
る
無
形
の
民
俗
文
化

財
と
し
て
登
録
さ
れ
た
。
多

く
の
人
に
知
っ
て
も
ら
い
た

い
が
、
説
明
看
板
の
設
置
は

予
定
し
て
い
る
の
か
。

課
長

予
算
計
上
し
て
お
り
、

今
後
、
春
日
神
社
と
の
協
議

を
踏
ま
え
対
応
し
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
る
。

要
望
等

周
知
に
努
め
る
と

と
も
に
、
今
回
の
登
録
を
市

民
が
ま
ち
の
魅
力
や
価
値
を

再
認
識
す
る
機
会
と
し
、
ま

ち
づ
く
り
の
基
盤
と
な
る
地

域
社
会
の
持
続
可
能
性
の
確

保
に
つ
な
げ
る
よ
う
求
め
る
。

総
合
型
放
課
後
事
業

職
員
の
確
保
状
況
は

議
員

総
合
型
放
課
後
事
業

（
＊
２
）が
始
ま
り
３
年
目
だ

が
、こ
れ
ま
で
か
ら
課
題
で
あ

る
職
員
の
確
保
状
況
を
聞
く
。

課
長

７
年
度
の
同
事
業
の

運
営
に
必
要
な
職
員
数
は
確

保
し
て
い
る
。
加
配
等
と
し

て
配
置
す
る
職
員
の
不
足
に

つ
い
て
は
、
引
き
続
き
採
用

を
行
い
な
が
ら
短
期
の
会
計

年
度
任
用
職
員
で
補
い
、
安

定
し
た
運
営
に
努
め
る
。

要
望
等

人
員
確
保
の
取
組

に
加
え
、
老
朽
化
し
た
施
設

や
ト
イ
レ
の
改
修
は
、
計
画

し
て
い
る
改
修
以
外
に
も
必

要
に
応
じ
実
施
を
求
め
る
。

府
と
連
携
し
利
便
性
の
高
い

自
転
車
通
行
空
間
の
整
備
を

議
員

牧
野
長
尾
線
で
７
年

度
に
整
備
予
定
で
あ
る
自
転

車
通
行
空
間
の
範
囲
を
聞
く
。

課
長

府
道
交
野
久
御
山
線

と
の
交
差
点
か
ら
西
に
向
か

っ
て
府
道
枚
方
高
槻
線
と
合

流
す
る
交
差
点
ま
で
の
区
間
、

約
２
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
整
備

を
進
め
る
計
画
で
あ
る
。

要
望
等

国
道
３
０
７
号
な

ど
の
自
転
車
通
行
帯
の
整
備

を
進
め
る
府
と
も
連
携
し
、

本
市
に
お
い
て
利
便
性
の
高

い
自
転
車
通
行
空
間
の
確
保

に
取
り
組
む
よ
う
要
望
す
る
。
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議
員

長
尾
駅
周
辺
地
区
の

ま
ち
づ
く
り
関
連
経
費
で
現

況
測
量
等
の
調
査
業
務
委
託

料
６
６
５
０
万
円
が
計
上
さ

れ
て
い
る
が
、
そ
の
財
源
と

し
て
、
７
年
度
も
国
の
補
助

金
を
活
用
す
る
の
か
。

課
長

６
年
度
と
同
様
、
街

路
交
通
調
査
費
補
助
金
１
３

３
０
万
円
を
活
用
す
る
。

要
望
等

取
組
が
着
実
に
進

ん
で
い
る
こ
と
に
感
謝
す
る
。

引
き
続
き
地
元
検
討
組
織
等

と
の
連
携
、
ス
ピ
ー
ド
感
を

持
っ
た
支
援
を
要
望
す
る
。

ひ
と
り
親
家
庭
の
自
立
支
援

確
実
に
届
く
取
組
を

議
員

ひ
と
り
親
家
庭
等
自

立
支
援
事
業
で
実
施
す
る
給

付
金
事
業
の
う
ち
、
高
等
職

業
訓
練
促
進
給
付
金
の
内
容

と
７
年
度
の
利
用
件
数
の
見

込
み
を
聞
く
。

課
長

ひ
と
り
親
家
庭
の
親

が
資
格
取
得
を
目
指
し
、
養

成
機
関
で
６
か
月
以
上
就
学

す
る
場
合
に
生
活
費
の
負
担

軽
減
の
た
め
支
給
す
る
も
の

で
、
３０
件
の
利
用
を
見
込
む
。

要
望
等

ひ
と
り
親
家
庭
の

経
済
的
自
立
は
、
生
活
の
安

定
だ
け
で
な
く
子
ど
も
た
ち

の
未
来
を
切
り
開
く
力
に
な

る
。
必
要
な
人
に
確
実
に
届

く
支
援
を
要
望
す
る
。

東部清掃工場
ご み 発 電
売
電
収
入
２
億
円
超
の

使
途
及
び
単
価
は

議
員

東
部
清
掃
工
場
で
は
、

ご
み
発
電
に
よ
り
毎
年
２
億

円
を
超
え
る
収
入
が
あ
る
と

い
う
が
、
そ
の
使
途
及
び
売

電
の
単
価
を
聞
く
。

課
長

余
剰
電
力
の
売
却
益

は
、
東
部
清
掃
工
場
の
運
転

委
託
費
に
充
当
し
て
い
る
。

売
電
の
単
価
は
、
バ
イ
オ
マ

ス
発
電
部
分
を
１
キ
ロ
ワ
ッ

ト
当
た
り
１８
・
７
円
の
固
定

価
格
で
関
西
電
力
へ
売
却
し
、

そ
れ
以
外
は
入
札
に
よ
り
、

６
年
度
は
１
キ
ロ
ワ
ッ
ト
当

た
り
１２
・
６
円
で
売
却
し
た
。

要
望
等

安
定
し
た
収
益
へ

の
施
設
維
持
管
理
を
求
め
る
。
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議
員

大
阪
・
関
西
万
博
関

係
事
業
経
費
に
は
、
市
内
に

お
け
る
万
博
の
機
運
醸
成
に

係
る
経
費
は
含
む
の
か
。

課
長

万
博
会
場
催
事
へ
の

出
展
経
費
と
子
ど
も
無
料
招

待
の
経
費
を
計
上
し
て
お
り
、

機
運
醸
成
に
係
る
経
費
は
含

ん
で
い
な
い
。
市
内
外
で
の

イ
ベ
ン
ト
開
催
時
や
公
共
施

設
で
の
ポ
ス
タ
ー
掲
示
等
の

ほ
か
Ｓ
Ｎ
Ｓ
な
ど
に
お
い
て

情
報
発
信
を
行
い
、
万
博
の

機
運
醸
成
を
図
っ
て
い
る
。

要
望
等

子
ど
も
無
料
招
待

事
業
の
Ｐ
Ｒ
も
地
域
イ
ベ
ン

ト
な
ど
を
活
用
し
、
積
極
的

に
取
り
組
む
よ
う
要
望
す
る
。

里
親
普
及
促
進
の
た
め

支
援
機
関
と
連
携
強
化
を

議
員

里
親
普
及
促
進
経
費

の
う
ち
１０
月
の
里
親
月
間
で

予
定
す
る
事
業
内
容
を
聞
く
。

課
長

市
と
里
親
支
援
機
関

が
そ
れ
ぞ
れ
主
催
す
る
イ
ベ

ン
ト
を
効
果
的
に
組
み
合
わ

せ
、
里
親
制
度
や
フ
ァ
ミ
リ

ー
ホ
ー
ム
を
広
く
周
知
す
る

機
会
と
な
る
よ
う
企
画
し
て

い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

要
望
等

６
年
６
月
時
点
登

録
の
養
育
里
親
は
１１
家
庭
、養

子
縁
組
里
親
は
２
家
庭
で
あ

り
、さ
ら
な
る
拡
充
が
必
要
で

あ
る
。里
親
支
援
機
関
と
の
連

携
を
一
層
強
化
し
、
啓
発
イ

ベ
ン
ト
の
充
実
を
要
望
す
る
。

不登校対策
保
護
者
の
孤
立
を
防
ぐ

さ
ら
な
る
支
援
の
充
実
を

議
員

不
登
校
対
策
事
業
経

費
の
う
ち
、
保
護
者
支
援
に

係
る
経
費
の
内
容
を
聞
く
。

課
長

教
育
支
援
セ
ン
タ
ー

「
ル
ポ（
＊
４
）」
の
カ
ウ
ン

セ
ラ
ー
等
へ
の
報
償
費
で
あ

り
、
児
童
、
生
徒
や
保
護
者

を
対
象
と
し
た
教
育
相
談
を

行
っ
て
い
る
。

要
望
等

不
登
校
児
童
・
生

徒
は
増
加
傾
向
に
あ
る
。
保

護
者
の
孤
立
を
防
ぎ
、
子
ど

も
へ
の
適
切
な
対
応
に
つ
な

げ
る
た
め
、
さ
ら
な
る
支
援

の
充
実
を
要
望
す
る
。

枚
方
議
会
５
面
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０
１
０
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井
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❼
井

新たなまちづくりが予定される
長尾駅周辺 津田の春日神社の秋祭り大阪・関西万博のパンフレット

議
員

家
族
形
態
が
変
容
す

る
中
、
誰
も
が
安
心
し
て
人

生
の
終
末
を
迎
え
ら
れ
る
取

組
が
必
要
で
あ
る
。
持
続
可

能
な
権
利
擁
護
支
援
事
業
は
、

６
年
１０
月
よ
り
国
の
モ
デ
ル

事
業
を
活
用
し
て
実
施
し
て

い
る
が
、
市
民
か
ら
同
事
業

に
寄
せ
ら
れ
る
意
見
を
聞
く
。

課
長

入
退
院
時
の
付
添
い

や
葬
儀
、
納
骨
及
び
家
財
処

分
を
必
要
と
す
る
意
見
が
多

く
寄
せ
ら
れ
て
い
る
。

要
望
等

期
待
の
高
い
事
業

に
も
か
か
わ
ら
ず
契
約
者
は

１
人
だ
と
い
う
。
利
用
対
象

者
の
要
件
緩
和
に
早
急
に
取

り
組
む
よ
う
要
望
す
る
。

教
員
業
務
支
援
員

４
月
か
ら
の
配
置
を

議
員

６
年
度
は
、
教
員
業

務
支
援
員
を
配
置
す
る
こ
と

で
教
員
の
負
担
が
軽
減
さ
れ
、

学
校
の
働
き
方
改
革
の
取
組

が
さ
ら
に
広
が
っ
た
と
聞
く
。

７
年
度
は
全
校
配
置
で
き
る

予
算
が
計
上
さ
れ
て
い
る
が
、

よ
り
効
果
的
な
も
の
と
な
る

よ
う
学
校
の
繁
忙
期
で
あ
る

４
月
か
ら
の
配
置
を
求
め
て

き
た
こ
と
へ
の
考
え
を
聞
く
。

課
長

７
年
度
は
４
月
中
の

配
置
を
目
指
し
て
い
る
。

要
望
等

今
後
は
、各
学
校
の

要
望
に
合
わ
せ
た
柔
軟
な
対

応
と
、教
員
の
さ
ら
な
る
負
担

軽
減
へ
の
取
組
を
要
望
す
る
。

藤
阪
元
町
地
区
雨
水
管
整
備

地
元
住
民
へ
丁
寧
な
説
明
を

議
員

藤
阪
元
町
地
区
は
、

複
数
の
場
所
で
浸
水
被
害
が

生
じ
、
早
急
な
雨
水
管
整
備

が
求
め
ら
れ
て
い
る
が
、
事

業
完
成
時
期
と
効
果
を
聞
く
。

課
長

９
年
度
の
事
業
完
成

に
向
け
取
り
組
む
。
整
備
に

よ
り
、
排
水
機
能
が
乏
し
く

滞
水
し
て
い
た
雨
水
が
速
や

か
に
排
除
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、

家
屋
の
浸
水
や
道
路
冠
水
な

ど
の
被
害
軽
減
が
図
ら
れ
る
。

要
望
等

地
元
住
民
へ
の
丁

寧
な
説
明
と
、
事
故
の
な
い

よ
う
安
全
対
策
を
要
望
す
る
。

議
員

こ
れ
ま
で
か
ら
保
育

所
現
場
に
お
け
る
Ｉ
Ｃ
Ｔ
活

用
の
推
進
を
求
め
て
き
た
が
、

今
回
、
保
育
Ｉ
Ｃ
Ｔ
シ
ス
テ

ム
に
お
い
て
向
上
す
る
機
能

と
そ
れ
に
よ
る
効
果
を
聞
く
。

課
長

紙
で
配
付
し
て
い
た

保
護
者
向
け
便
り
な
ど
を
動

画
も
活
用
し
て
配
信
で
き
る
。

保
護
者
は
園
で
の
様
子
を
確

認
で
き
る
と
と
も
に
保
育
士

の
業
務
軽
減
に
つ
な
が
り
、

ひ
い
て
は
保
育
の
質
の
向
上

に
つ
な
が
る
も
の
と
考
え
る
。

要
望
等

こ
の
Ｄ
Ｘ
の
取
組

が
保
護
者
、
保
育
士
、
子
ど

も
た
ち
に
よ
り
よ
い
も
の
に

な
る
よ
う
活
用
を
要
望
す
る
。

市
の
施
設
使
用
料

適
正
な
金
額
設
定
を

議
員

市
の
施
設
使
用
料
は
、

受
益
と
負
担
の
公
平
性
の
観

点
や
、
そ
の
時
代
の
施
設
管

理
費
用
を
考
慮
し
設
定
す
べ

き
で
あ
る
。
現
状
の
金
額
は

適
正
と
考
え
て
い
る
の
か
。

課
長

使
用
料
に
つ
い
て
は

設
定
基
準
に
基
づ
き
２
年
３

月
に
見
直
し
を
行
っ
た
。
し

か
し
、
昨
今
の
人
件
費
や
物

価
の
上
昇
な
ど
、
使
用
料
の

算
出
根
拠
と
な
る
原
価
が
変

化
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
改

め
て
額
の
確
認
が
必
要
で
あ

る
と
考
え
る
。

人口減少時代
少
な
い
職
員
数
で

成
果
を
生
み
出
す
Ｄ
Ｘ
を

議
員

デ
ジ
タ
ル
を
活
用
し
、

さ
ら
な
る
業
務
改
善
や
行
政

手
続
オ
ン
ラ
イ
ン
化
を
進
め

る
と
い
う
が
、
事
務
が
窓
口

と
オ
ン
ラ
イ
ン
両
方
の
対
応

と
な
る
場
合
な
ど
、
業
務
負

担
の
増
加
が
課
題
で
あ
る
。

今
後
の
進
め
方
を
聞
く
。

課
長

業
務
の
負
担
が
増
え

な
い
よ
う
、
オ
ン
ラ
イ
ン
化

と
併
せ
て
業
務
プ
ロ
セ
ス
の

見
直
し
も
必
要
と
考
え
る
。

要
望
等

今
後
の
人
口
減
少

を
見
据
え
、
少
な
い
職
員
数

で
今
以
上
の
成
果
を
い
か
に

生
み
出
す
か
の
観
点
で
様
々

な
チ
ャ
レ
ン
ジ
を
要
望
す
る
。

議
員

市
政
運
営
方
針
で
示

す
様
々
な
施
策
を
展
開
す
る

た
め
、
７
年
度
予
算
編
成
に

ど
う
取
り
組
ん
だ
の
か
。

課
長

財
源
と
な
る
国
・
府

支
出
金
等
の
活
用
に
向
け
事

業
内
容
の
精
査
等
を
し
、
本

市
独
自
財
源
の
効
率
・
効
果

的
な
配
分
に
努
め
る
と
と
も

に
、
長
期
的
な
財
政
へ
の
影

響
も
踏
ま
え
予
算
編
成
し
た
。

要
望
等

イ
ン
フ
ラ
整
備
に

係
る
国
費
は
、
近
年
、
都
市

間
で
の
獲
得
競
争
が
激
し
い

が
、
支
出
金
等
を
最
大
限
活

用
し
、
市
民
サ
ー
ビ
ス
の
向

上
を
図
る
よ
う
要
望
す
る
。

多
く
の
創
業
者
が

チ
ャ
レ
ン
ジ
で
き
る
ま
ち
へ

議
員

地
域
活
性
化
支
援
セ

ン
タ
ー
ひ
ら
っ
く
は
、
「
関

西
一
創
業
し
や
す
い
街
」
と

い
う
ス
ロ
ー
ガ
ン
を
掲
げ
、

施
設
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
な
ど

で
創
業
支
援
の
輪
を
広
げ
て

い
る
。
創
業
支
援
策
の
一
つ

で
あ
る
テ
イ
ク
オ
フ
補
助
金

の
見
直
し
内
容
を
聞
く
。

課
長

創
業
支
援
の
内
容
や

準
備
過
程
に
応
じ
た
支
援
が

可
能
と
な
る
よ
う
、
補
助
対

象
や
補
助
内
容
の
見
直
し
を

進
め
て
い
る
。

要
望
等

多
く
の
創
業
者
が

チ
ャ
レ
ン
ジ
で
き
る
ま
ち
と

な
る
よ
う
引
き
続
き
の
支
援

と
取
組
の
発
信
を
要
望
す
る
。

公
共
施
設
の
総
量

最
適
化
に
向
け
た
課
題
は

議
員

公
共
施
設
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト
推
進
計
画
に
掲
げ
る
施

設
総
量
の
最
適
化
に
関
し
、市

有
建
築
物
の
延
床
面
積
の
約

６
割
を
占
め
る
小
・
中
学
校

に
係
る
取
組
の
課
題
を
聞
く
。

課
長

小
・
中
学
校
を
含
む

公
共
施
設
全
般
で
、施
設
の
在

り
方
検
討
に
つ
な
が
り
に
く

い
評
価
手
法
が
課
題
で
あ
る
。

要
望
等

学
校
統
合
に
よ
る

廃
校
施
設
の
跡
地
活
用
検
討

の
際
は
、
施
設
総
量
の
最
適

化
を
考
慮
し
、
明
確
な
方
針

を
立
て
進
め
る
よ
う
求
め
る
。

市が実施する
持続可能な権利擁護支援事業の

リーフレット
保育ＩＣＴシステムの
アプリケーション当初予算の概要の資料

議
員

ひ
ら
か
た
万
博
推
進

事
業
で
地
域
活
性
化
や
ま
ち

へ
の
愛
着
向
上
を
図
り
誘
客

に
つ
な
げ
る
と
い
う
が
、
市

の
目
標
や
指
標
は
あ
る
の
か
。

課
長

第
３
期
実
行
計
画
に

お
い
て
、
市
を
訪
れ
る
訪
日

外
国
人
の
旅
行
者
数
や
誘
客

に
つ
な
が
る
参
加
体
験
イ
ベ

ン
ト
の
数
な
ど
を
効
果
指
標

と
し
て
設
定
し
て
い
る
。

要
望
等

４
年
度
か
ら
の
同

事
業
の
経
費
は
２
５
７
９
万

円
に
上
る
。
イ
ベ
ン
ト
で
終

わ
ら
せ
ず
中
小
企
業
や
商
店

街
の
支
援
等
、
ま
ち
づ
く
り

と
地
域
経
済
の
活
性
化
を
一

体
的
に
図
る
取
組
を
求
め
る
。

生活保護行政
セ
ー
フ
テ
ィ
ー
ネ
ッ
ト
の

役
割
を
果
た
せ
る
体
制
を

議
員

７
年
３
月
１
日
時
点

の
生
活
保
護
ケ
ー
ス
ワ
ー
カ

ー
の
人
数
と
標
準
配
置
数
に

対
す
る
不
足
数
を
聞
く
。

課
長

同
ケ
ー
ス
ワ
ー
カ
ー

の
人
数
は
４９
人
で
あ
り
、
標

準
配
置
数
の
７５
人
に
比
べ
２６

人
不
足
し
て
い
る
。

要
望
等

標
準
配
置
数
の
３

分
の
１
も
の
数
が
足
り
て
い

な
い
上
に
、
１
人
の
ケ
ー
ス

ワ
ー
カ
ー
が
最
大
で
１
９
８

世
帯
も
担
当
し
て
い
る
状
況

で
あ
る
。
セ
ー
フ
テ
ィ
ー
ネ

ッ
ト
の
役
割
を
果
た
せ
る
よ

う
、
体
制
の
確
保
と
強
化
を

強
く
要
望
す
る
。

聞こえの支援

ヒ
ア
リ
ン
グ
ル
ー
プ

活
用
へ
の
周
知
を

議
員

６
年
度
か
ら
実
施
す

る
補
聴
器
購
入
助
成
事
業
の

重
要
性
へ
の
認
識
を
聞
く
。

課
長

高
齢
者
の
難
聴
は
、

社
会
的
孤
立
を
招
き
認
知
症

の
リ
ス
ク
を
高
め
る
こ
と
か

ら
、
補
聴
器
購
入
に
つ
な
が

る
同
事
業
は
重
要
と
考
え
る
。

要
望
等

助
成
額
に
差
を
設

け
る
等
に
よ
り
課
税
世
帯
も

対
象
と
す
る
と
と
も
に
、
補

聴
器
等
を
使
用
す
る
人
へ
の

支
援
と
し
て
、
ヒ
ア
リ
ン
グ

ル
ー
プ（
＊
３
）の
活
用
を
促

す
た
め
の
周
知
を
要
望
す
る
。

議
員

調
査
員
の
不
足
に
よ

る
介
護
認
定
の
遅
れ
に
対
応

す
る
た
め
、
認
定
調
査
委
託

に
係
る
単
価
引
上
げ
を
要
望

し
改
定
と
な
っ
た
が
、
認
定

の
さ
ら
な
る
迅
速
化
に
向
け

た
取
組
を
聞
く
。

課
長

介
護
認
定
に
係
る
事

務
処
理
の
見
直
し
や
Ｉ
Ｃ
Ｔ

の
活
用
等
を
検
討
す
る
。

要
望
等

市
が
独
自
で
医
療

機
関
へ
の
提
出
を
求
め
る
問

診
票
の
未
提
出
に
よ
り
、
意

見
書
が
作
成
さ
れ
ず
に
介
護

認
定
が
遅
れ
る
ケ
ー
ス
も
多

い
と
い
う
。
意
見
書
作
成
に

は
問
診
票
の
提
出
が
必
要
で

あ
る
旨
を
窓
口
で
使
用
す
る

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
に
明
記
す
る

よ
う
要
望
す
る
。

中振新香里線
道
路
拡
幅
工
事
を
進
め

連
続
し
た
歩
行
空
間
を

議
員

歩
道
拡
幅
事
業
に
係

る
経
費
を
計
上
し
て
い
る
が
、

７
年
度
の
工
事
内
容
を
聞
く
。

課
長

中
振
新
香
里
線
の
歩

道
沿
い
に
あ
る
公
共
用
地
を

活
用
し
、
部
分
的
な
歩
道
の

拡
幅
工
事
を
実
施
す
る
。

要
望
等

同
線
は
通
学
路
や

駅
へ
の
ア
ク
セ
ス
道
路
と
し

て
多
く
の
人
が
利
用
し
て
お

り
、
過
去
に
は
事
故
が
起
き

て
い
る
。部
分
的
で
は
な
く
、

連
続
し
た
歩
行
空
間
の
確
保

に
取
り
組
む
よ
う
要
望
す
る
。

若年者奨学金
返還支援事業
人
手
不
足
が
深
刻
な

福
祉
施
設
等
も
対
象
に

議
員

７
年
１０
月
か
ら
若
年

者
奨
学
金
返
還
支
援
事
業
の

申
請
受
付
を
開
始
す
る
と
い

う
が
、
そ
の
方
法
を
聞
く
。

課
長

郵
送
や
窓
口
で
の
受

付
に
加
え
電
子
申
請
も
可
能

と
し
、利
便
性
向
上
を
図
る
。

要
望
等

本
事
業
は
市
内
中

小
企
業
の
人
材
確
保
等
の
観

点
か
ら
非
常
に
意
義
の
あ
る

取
組
で
あ
り
、
地
域
経
済
の

活
性
化
や
若
年
層
の
定
住
促

進
に
も
つ
な
が
る
と
考
え
る
。

人
手
不
足
が
深
刻
化
す
る
福

祉
・
医
療
施
設
も
対
象
に
含

め
る
よ
う
要
望
す
る
。

予
算
特
別
委
員
長まえ
だ

と
み
え

前
田

富
枝

市
民
の
立
場
に
立
っ
て

最
少
の
経
費
で
最
大
の
効
果
を

本
特
別
委
員
会
で
は
、
５

日
間
に
わ
た
り
各
委
員
か
ら

熱
心
な
質
問
と
、
有
意
義
な

提
言
が
多
く
な
さ
れ
ま
し
た
。

今
後
の
予
算
執
行
に
お
い

て
は
、
各
委
員
か
ら
出
さ
れ

た
数
々
の
意
見
や
提
言
を
踏

ま
え
る
と
と
も
に
、
市
民
の

立
場
に
立
つ
こ
と
は
も
ち
ろ

ん
、
最
少
の
経
費
で
最
大
の

効
果
を
生
み
出
す
市
政
運
営

に
全
庁
一
丸
と
な
っ
て
取
り

組
ま
れ
る
よ
う
強
く
要
望
し

ま
す
。

〈
委
員
長
の
主
な
経
歴
〉

平
成
１９
年
初
当
選
、
現
在

５
期
目
、
自
由
民
主
党
議
員

団
所
属
、
第
６８
代
議
長
、
第

６８
代
副
議
長
等
を
歴
任
。

市
民
の
暮
ら
し
を
顧
み
な
い

３
会
計
の
予
算
案
に
反
対

堤
議
員

物
価
高
騰
が
今
後

も
続
く
と
見
込
ま
れ
る
中
、

市
民
が
負
担
し
た
税
金
は
暮

ら
し
を
支
え
る
た
め
に
使
う

の
が
当
然
で
あ
る
。

一
般
会
計
予
算
案
は
、
1

市
民
へ
大
き
な
負
担
を
課
す

こ
と
と
な
る
枚
方
市
駅
周
辺

再
整
備
計
画
、
2
メ
タ
ン
ガ

ス
の
対
策
や
災
害
時
の
危
機

管
理
体
制
等
に
課
題
が
あ
る

大
阪
・
関
西
万
博
の
子
ど
も

無
料
招
待
等
の
実
施
、
3
保

育
所
不
足
と
保
育
士
確
保
へ

の
不
十
分
な
対
応
、
4
人
材

確
保
の
保
証
が
な
い
ま
ま
進

め
る
児
童
相
談
所
の
設
置
、

5
小
・
中
学
校
全
校
配
置
に

向
け
増
員
さ
れ
な
い
学
校
司

書
、
6
人
員
不
足
に
よ
る
ダ

ブ
ル
カ
ウ
ン
ト
加
配（
＊
５
）

の
一
部
不
実
施
、
7
廃
止
す

る
く
ら
し
の
資
金
貸
付
け
制

度
に
係
る
基
金
の
使
途
、
8

生
活
保
護
ケ
ー
ス
ワ
ー
カ
ー

の
不
足
、
9
南
部
の
消
防
体

制
の
弱
体
化
が
懸
念
さ
れ
る

枚
方
消
防
署
の
旧
中
宮
北
小

学
校
跡
地
へ
の
移
転
計
画
、

10
児
童
相
談
所
を
枚
方
消
防

署
と
と
も
に
同
跡
地
に
整
備

す
る
計
画
―
な
ど
、
問
題
が

あ
る
こ
と
か
ら
反
対
す
る
。

ま
た
、
市
独
自
の
負
担
軽

減
措
置
を
実
施
し
な
い
国
民

健
康
保
険
、
制
度
そ
の
も
の

に
問
題
が
あ
る
後
期
高
齢
者

医
療
の
特
別
会
計
予
算
案
に

は
反
対
、
他
の
特
別
・
企
業

会
計
予
算
案
に
は
賛
成
す
る
。

意
見
を
聞
く
姿
勢
を
求
め

全
会
計
予
算
案
に
賛
成

門
川
議
員

市
民
や
議
会
の

要
望
が
一
定
反
映
さ
れ
て
い

る
こ
と
な
ど
を
総
合
的
に
判

断
し
、
全
会
計
予
算
案
に
賛

成
す
る
。

た
だ
し
、
中
学
校
全
員
給

食
の
実
施
や
生
活
イ
ン
フ
ラ

の
整
備
な
ど
大
き
な
財
政
負

担
が
目
前
に
迫
る
中
、
今
後

経
常
収
支
比
率（
＊
６
）が
１

０
０
％
を
超
え
る
見
通
し
が

示
さ
れ
て
お
り
、
市
の
財
政

状
況
に
は
強
い
危
機
感
を
覚

え
る
。
社
会
経
済
情
勢
の
変

化
や
大
規
模
災
害
に
備
え
つ

つ
、
収
支
状
況
を
見
極
め
将

来
負
担
に
も
十
分
留
意
し
な

が
ら
、
施
策
を
展
開
す
べ
き

で
あ
る
。

個
別
事
業
で
は
、
1
地
域

に
お
け
る
防
災
力
の
強
化
、

2
ひ
ら
か
た
万
博
の
適
切
な

効
果
検
証
、
3
こ
ど
も
誰
で

も
通
園
制
度（
＊
７
）や
総
合

型
放
課
後
事
業（
＊
２
）に
係

る
環
境
整
備
と
人
材
確
保
、

4
認
知
症
に
関
す
る
幅
広
い

取
組
、
5
道
路
交
通
網
の
整

備
、
6
公
園
の
遊
び
場
の
整

備
、
7
上
・
下
水
道
施
設
の

定
期
的
な
点
検
調
査
―
等
を

要
望
す
る
。

な
お
、
市
長
は
ト
ッ
プ
ダ

ウ
ン
の
強
硬
な
手
段
で
物
事

を
進
め
る
の
で
は
な
く
、
市

民
は
も
ち
ろ
ん
、
職
員
や
議

会
と
対
話
や
議
論
を
重
ね
、

意
見
を
聞
く
姿
勢
を
忘
れ
る

こ
と
な
く
、
市
政
運
営
に
当

た
る
よ
う
強
く
要
望
す
る
。

生活保護行政を担当する
生活福祉課介護認定給付課の窓口

＊
１

直
接
避
難
型
の
福
祉
避
難
所
…
災
害
発

生
後
に
施
設
の
安
全
性
や
職
員
確
保
等
が
で
き

次
第
、
市
か
ら
の
要
請
に
基
づ
き
速
や
か
に
開

設
し
、
あ
ら
か
じ
め
受
入
れ
調
整
し
た
要
配
慮

者
と
そ
の
家
族
が
避
難
す
る
施
設
の
こ
と
。

＊
２

総
合
型
放
課
後
事
業
…
留
守
家
庭
児
童

会
室
、
枚
方
子
ど
も
い
き
い
き
広
場
、
放
課
後

オ
ー
プ
ン
ス
ク
エ
ア
の
３
事
業
を
総
合
的
に
運

営
す
る
事
業
の
こ
と
。

＊
３

ヒ
ア
リ
ン
グ
ル
ー
プ
…
マ
イ
ク
を
通
し

た
音
声
を
補
聴
器
や
人
工
内
耳
に
直
接
伝
え
る

こ
と
で
、
発
言
者
の
声
な
ど
を
鮮
明
に
聞
く
こ

と
が
可
能
と
な
る
設
備
の
こ
と
。

＊
４

ル
ポ
…
家
庭
と
学
校
と
の
中
間
的
な
場

を
提
供
し
、
不
登
校
状
態
に
あ
る
児
童
、
生
徒

の
社
会
的
自
立
へ
の
援
助
及
び
指
導
を
行
う
場

所
。

＊
５

ダ
ブ
ル
カ
ウ
ン
ト
加
配
…
支
援
学
級
児

童
を
含
ん
で
市
独
自
の
少
人
数
学
級
編
制
に
伴

い
学
級
数
が
増
え
る
学
校
に
対
し
、
市
費
任
期

付
講
師
を
加
配
す
る
制
度
の
こ
と
。

＊
６

経
常
収
支
比
率
…
財
政
構
造
の
弾
力
性

を
判
断
す
る
た
め
の
指
標
で
、
地
方
税
、
普
通

交
付
税
な
ど
、
使
途
の
特
定
が
な
く
、
毎
年
度

経
常
的
に
収
入
さ
れ
る
一
般
財
源
（
経
常
一
般

財
源
）
の
う
ち
、
人
件
費
、
扶
助
費
、
公
債
費

な
ど
、毎
年
度
経
常
的
に
支
出
さ
れ
る
経
費（
経

常
的
経
費
）
が
占
め
る
割
合
の
こ
と
。
こ
の
比

率
が
低
い
ほ
ど
、
財
政
構
造
に
弾
力
性
が
あ
り

様
々
な
ニ
ー
ズ
に
対
応
し
て
政
策
的
経
費
に
充

当
で
き
る
財
源
が
多
く
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い

る
。

＊
７

こ
ど
も
誰
で
も
通
園
制
度
…
保
護
者
の

就
労
要
件
を
問
わ
ず
、
０
歳
６
か
月
か
ら
満
３

歳
未
満
の
未
就
園
児
を
対
象
に
、
月
１０
時
間
を

上
限
と
し
て
保
育
園
等
を
利
用
す
る
こ
と
が
で

き
る
国
が
創
設
し
た
新
た
な
制
度
の
こ
と
。

※ 答弁者は、役職名（一部）を記載しています。例：�課長…危機管理政策課長、環境政策課長、教育政策課長など
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枚
方
議
会
６
面

０
５
０
１
０
６

木
❶
木
❷
井
❸
井
❹
井
❺
木
❻
井

議
会
は
、
１
月
２８
日
に
緊

急
議
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

６
年
度
一
般
会
計
補
正
予

算
（
第
９
号
）
は
、
国
の
総

合
経
済
対
策
に
伴
う
、
物
価

高
騰
対
応
重
点
支
援
地
方
創

生
臨
時
交
付
金
を
活
用
し
た

本
市
独
自
の
支
援
に
つ
い
て

補
正
を
行
う
も
の
で
、
歳
入

歳
出
そ
れ
ぞ
れ
３
億
３
１
０

０
万
円
を
増
額
す
る
も
の
で

す
。歳

入
の
補
正
内
容
は
、
物

価
高
騰
対
応
重
点
支
援
地
方

創
生
臨
時
交
付
金
４
億
８
６

５
万
円
の
増
額
、
財
政
調
整

基
金
繰
入
金
７
７
６
５
万
円

の
減
額
で
す
。

歳
出
の
補
正
内
容
は
、
次

の
と
お
り
で
す
。

▼
自
転
車
乗
車
用
ヘ
ル
メ
ッ

ト
購
入
補
助
事
業
負
担
金

（
ヘ
ル
メ
ッ
ト
購
入
費
用
を

補
助
）
…
３
０
０
万
円

▼
物
価
高
騰
対
策
消
費
拡
大

支
援
事
業
費
（
市
内
対
象
店

舗
に
お
け
る
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ

ス
決
済
利
用
で
の
ポ
イ
ン
ト

還
元
）…
１
億
２
３
０
０
万
円

▼
省
エ
ネ
家
電
買
い
換
え
促

進
事
業
費
（
対
象
家
電
の
購

入
金
額
に
応
じ
て
１
万
円
か

ら
３
万
円
の
補
助
）
…
１
億

円▼
低
所
得
世
帯
（
住
民
税
均

等
割
の
み
課
税
世
帯
）
に
対

す
る
給
付
金
事
業
費
（
住
民

税
均
等
割
の
み
課
税
世
帯
１

世
帯
当
た
り
１
万
５
０
０
０

円
に
加
え
、
世
帯
員
で
あ
る

１８
歳
以
下
の
児
童
１
人
当
た

り
１
万
円
を
加
算
し
給
付
）

…
１
億
５
０
０
万
円

ヘ
ル
メ
ッ
ト
購
入
補
助
事
業

広
く
市
民
に
周
知
し

早
期
実
施
に
向
け
た
調
整
を

質
問

自
転
車
乗
車
用
ヘ
ル

メ
ッ
ト
購
入
補
助
事
業
負
担

金
の
予
算
を
３
０
０
万
円
と

し
た
積
算
の
根
拠
を
聞
く
。

答
弁

先
行
近
隣
市
の
交
付

状
況
や
本
市
の
人
口
規
模
等

を
勘
案
し
、
補
助
を
購
入
費

の
半
額
と
し
、
上
限
２
０
０

０
円
で
１
５
０
０
件
と
し
た
。

要
望
等

自
転
車
乗
車
用
ヘ

ル
メ
ッ
ト
の
着
用
は
命
を
守

る
こ
と
に
つ
な
が
る
。
同
補

助
事
業
を
広
く
市
民
へ
周
知

す
る
と
と
も
に
、
早
期
実
施

に
向
け
た
調
整
を
要
望
す
る
。

ポ
イ
ン
ト
還
元
事
業

事
業
実
施
後
の

十
分
な
効
果
検
証
を

質
問

国
の
交
付
金
を
活
用

し
た
効
果
的
な
市
内
中
小
企

業
の
販
売
促
進
施
策
を
要
望

し
て
き
た
が
、
今
回
実
施
す

る
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
決
済
に

よ
る
ポ
イ
ン
ト
還
元
事
業
の

経
済
効
果
に
つ
い
て
聞
く
。

答
弁

市
内
事
業
者
の
売
上

向
上
や
市
内
外
の
利
用
者
に

よ
る
消
費
拡
大
と
と
も
に
、

事
業
終
了
後
も
市
内
消
費
の

継
続
に
よ
る
地
域
経
済
の
循

環
促
進
が
期
待
で
き
る
。

要
望
等

事
業
実
施
後
の
十

分
な
効
果
検
証
を
要
望
す
る
。

ポ
イ
ン
ト
還
元
事
業

身
近
な
場
所
で
の

消
費
者
向
け
説
明
会
開
催
を

質
問

ポ
イ
ン
ト
還
元
事
業

の
実
施
に
は
、キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ

ス
決
済
を
利
用
し
て
い
な
い

人
等
へ
の
支
援
が
必
要
で
あ

る
。
消
費
者
や
事
業
者
向
け

の
説
明
会
は
開
催
す
る
の
か
。

答
弁

消
費
者
向
け
説
明
会

の
予
定
は
な
い
が
、
ポ
ス
タ

ー
等
で
周
知
を
行
う
。ま
た
、

初
め
て
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
決

済
を
導
入
す
る
事
業
者
向
け

の
サ
ポ
ー
ト
を
検
討
す
る
。

要
望
等

身
近
な
場
所
で
の

消
費
者
向
け
の
個
別
説
明
会

の
開
催
を
要
望
す
る
。

ヘ
ル
メ
ッ
ト
購
入
補
助
事
業

着
用
率
向
上
と
と
も
に

自
転
車
保
険
加
入
の
啓
発
を

質
問

自
転
車
乗
車
用
ヘ
ル

メ
ッ
ト
購
入
補
助
事
業
の
実

施
に
至
っ
た
経
緯
を
聞
く
。

答
弁

ヘ
ル
メ
ッ
ト
着
用
率

の
調
査
で
、
本
市
は
同
乗
者

が
約
８
割
で
あ
る
一
方
、
本

人
は
約
１
割
で
あ
っ
た
。
努

力
義
務
化
の
法
改
正
か
ら
約

２
年
の
経
過
を
機
に
、事
故
被

害
軽
減
を
目
的
に
実
施
す
る
。

要
望
等

補
助
申
請
手
続
の

簡
素
化
も
必
要
で
あ
る
。
着

用
率
の
向
上
と
と
も
に
自
転

車
保
険
加
入
義
務
化
の
周
知
、

啓
発
を
要
望
す
る
。

ヘ
ル
メ
ッ
ト
購
入
補
助
事
業

全
年
齢
層
が
対
象
の
た
め

申
請
に
関
す
る
周
知
が
重
要

質
問

自
転
車
乗
車
用
ヘ
ル

メ
ッ
ト
購
入
補
助
事
業
は
全

年
齢
層
対
象
だ
が
、
申
請
に

関
す
る
周
知
が
重
要
で
あ
る
。

そ
の
手
法
を
聞
く
。

答
弁

市
広
報
紙
や
Ｓ
Ｎ
Ｓ

な
ど
様
々
な
媒
体
を
活
用
す

る
と
と
も
に
、
市
自
転
車
駐

車
場
や
関
係
機
関
で
も
啓
発

ポ
ス
タ
ー
の
掲
示
等
を
行
う
。

要
望
等

高
齢
者
で
も
分
か

り
や
す
い
申
請
手
続
と
し
、

同
事
業
を
機
に
ヘ
ル
メ
ッ
ト

着
用
の
重
要
性
を
周
知
す
る

よ
う
要
望
す
る
。

詳
細
説
明
な
い
補
正
予
算
案

白
紙
委
任
で
は
な
い
か

質
問

今
回
の
補
正
予
算
案

は
、
緊
急
議
会
を
開
催
し
て

ま
で
審
議
す
る
緊
急
性
が
ど

こ
に
あ
る
の
か
。
施
策
の
詳

細
説
明
も
な
く
白
紙
委
任
を

求
め
る
よ
う
な
手
法
は
、行
政

の
透
明
性
や
説
明
責
任
を
確

保
す
る
た
め
に
あ
る
議
会
の

役
割
を
否
定
し
て
い
る
と
考

え
る
が
、市
長
の
見
解
を
聞
く
。

答
弁

市
議
会
に
対
し
て
は

説
明
を
尽
く
す
必
要
が
あ
る

と
考
え
る
。
今
回
は
、
国
交

付
金
の
趣
旨
を
踏
ま
え
、
緊

急
性
に
鑑
み
た
対
応
と
し
た
。

６
年
度
水
道
事
業
会
計
補

正
予
算
（
第
４
号
）
は
、
国

の
総
合
経
済
対
策
に
伴
う
本

市
独
自
の
支
援
と
し
て
、
来

年
度
の
水
道
料
金
基
本
料
金

等
の
減
免
実
施
の
た
め
、
債

務
負
担
行
為（
＊
１
）の
補
正

と
し
て
上
下
水
道
料
金
シ
ス

テ
ム
改
修
業
務
委
託
の
経
費

１
０
０
０
万
円
を
計
上
す
る

も
の
で
す
。

シ
ス
テ
ム
改
修
業
務
委
託

水
道
基
本
料
金
等
の
減
免

実
施
時
期
や
対
象
は

質
問

水
道
基
本
料
金
等
の

減
免
は
、
水
道
を
利
用
す
る

全
世
帯
や
事
業
者
に
対
し
て

行
わ
れ
る
こ
と
か
ら
、
広
く

公
平
に
効
果
を
享
受
で
き
る

物
価
高
騰
対
策
で
あ
る
と
考

え
る
。
今
回
、
関
連
す
る
シ

ス
テ
ム
改
修
の
予
算
が
計
上

さ
れ
て
い
る
が
、
減
免
実
施

時
期
や
対
象
を
聞
く
。

答
弁

２
か
月
間
を
予
定
し

て
お
り
、
７
年
６
月
検
針
の

場
合
は
５
・
６
月
分
、
７
月

検
針
の
場
合
は
６
・
７
月
分

の
料
金
が
対
象
と
な
る
。

水
道
基
本
料
金
等
減
免

多
額
の
シ
ス
テ
ム
改
修
費

対
象
期
間
を
延
長
す
べ
き

質
問

仮
に
水
道
基
本
料
金

の
減
免
期
間
を
延
長
す
る
場

合
、
シ
ス
テ
ム
改
修
業
務
委

託
料
の
額
に
影
響
す
る
の
か
。

答
弁

延
長
分
に
係
る
プ
ロ

グ
ラ
ム
修
正
及
び
減
免
を
反

映
し
た
料
金
の
集
計
資
料
作

成
な
ど
の
業
務
が
増
加
す
る

た
め
、
影
響
が
生
じ
る
。

要
望
等

シ
ス
テ
ム
改
修
に

１
０
０
０
万
円
も
か
け
る
な

ら
、
今
回
の
減
免
対
象
期
間

だ
け
で
な
く
延
長
し
て
お
く

べ
き
で
あ
っ
た
と
意
見
す
る
。

���������������������������������������������������������������������������������������������������

こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、

枚
方
に
ゆ
か
り
の
あ
る
人

物
を
紹
介
し
ま
す
。

か
ん
え
い

宗
覚
は
、
寛
永
１６
年（
１

６
３
９
年
）
に
生
ま
れ
、

え
ん
ぽ
う

延
宝
７
年（
１
６
７
９
年
）

く
し
ゅ
う
お
ん
い
ん

か
ら
久
修
園
院
（
楠
葉
中

之
芝
２
丁
目
）
の
住
職
と

な
り
ま
し
た
。
じ
ん
き

久
修
園
院
は
、
神
亀
２

年（
７
２
５
年
）、行
基（
６

６
８
年
〜
７
４
９
年
）
が

５８
歳
の
時
に
創
建
し
た

と
言
わ
れ
る
、
行
基
四
十

九
院
の
一
つ
で
す
。
こ
の

け
い
ち
ょ
う

寺
は
、
慶
長
２０
年
（
１
６

１
５
年
）、大
坂
夏
の
陣
の

際
に
、
逃
げ
込
ん
だ
豊
臣

方
の
兵
が
火
を
掛
け
た
こ

と
で
焼
失
し
ま
し
た
が
、

復
興
の
依
頼
を
受
け
た
宗

ほ
ん
ぞ
ん
し
ゃ
か
に
ょ

覚
は
、
自
ら
本
尊
釈
迦
如

ら
い
り
ゅ
う
ぞ
う

来
立
像
を
修
理
し
、
寄

附
を
集
め
て
再
興
し
た
こ

ち
ゅ
う

と
か
ら
、
久
修
園
院
の
中

こ
う興
の
祖
と
言
わ
れ
て
い
ま

す
。境

内
に
祀
ら
れ
て
い
る
、

高
さ
６
尺
（
約
２
メ
ー
ト

あ
い
ぜ
ん
み
ょ
う
お
う
ざ
ぞ
う

ル
）の
愛
染
明
王
坐
像
は
、

宗
覚
が
、
自
身
へ
の
母
の

心
の
深
さ
に
思
い
を
馳
せ
、

母
の
死
後
８
年
目
に
彫
り

上
げ
た
と
伝
え
ら
れ
て
い

ま
す
。

多
才
多
能
で
あ
っ
た
宗けい

覚
は
、
徳
川
綱
吉
の
母
桂

し
ょ
う
い
ん

げ
ん

昌
院
の
援
助
を
受
け
、
元

ろ
く禄
６
年
（
１
６
９
３
年
）

に
、
東
寺
（
京
都
市
）
の

り
ょ
う
か
い
ま
ん
だ

ら

ず

『
両
界
曼
荼
羅
図
（
元
禄

本
）
』を
制
作
し
ま
す
。こ

れ
は
重
要
文
化
財
と
し
て

東
寺
に
所
蔵
さ
れ
て
い
ま

す
が
、
そ
の
際
に
、
も
う

一
枚
複
写
し
た
も
の
が
久

修
園
院
に
所
蔵
さ
れ
て
い

ま
す
。
げ
ん
ろ
く

ま
た
、
元
禄
１５
年
（
１

７
０
２
年
）
頃
に
製
作
さ

れ
た
天
球
儀
（
銅
製
。
直

径
５２
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル

の
球
面
に
星
座
を
示
し
て
は
り
こ

い
る
。）や
地
球
儀
（
張
子

製
。
直
径
２０
セ
ン
チ
メ
ー

ト
ル
の
球
面
に
描
か
れ
て

い
る
世
界
図
の
各
大
陸
の

位
置
や
形
状
は
、
仏
教
的

な
解
釈
で
配
置
さ
れ
て
い

る
。
）は
、
共
に
市
の
有
形

文
化
財
に
指
定
さ
れ
て
い

ま
す
。

宗
教
活
動
は
も
と
よ
り
、

地
理
学
、
医
学
、
天
文
学
、

絵
画
、
工
芸
、
音
楽
、
武

術
な
ど
に
も
精
通
し
、
多

く
の
業
績
を
後
世
に
残
し

き
ょ
う
ほ
う

た
宗
覚
は
、享
保
５
年（
１

７
２
０
年
）
に
８２
歳
で
没

し
、
久
修
園
院
の
境
内
に

今
も
静
か
に
眠
っ
て
い
ま

す
。

＊
１

債
務
負
担
行
為
…
複

数
年
に
わ
た
る
契
約
や
後
年

度
の
支
出
が
確
実
な
も
の
に

つ
い
て
、
期
間
や
限
度
額
な

ど
を
定
め
、
議
会
の
議
決
を

経
て
、
将
来
の
負
担
を
約
束

す
る
こ
と
。

境内の愛染堂に祀られている
愛染明王坐像

天球儀地球儀
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委員協議会
だより

議会は、休会中も、常任委員会の所管区分ごとに構成されている委員協
議会を開催して市側の説明を受け、市政に関する自主的な調査、研究を行
っています。委員協議会は、定例月議会の前に開催されるのが通例ですが、
緊急に開催されることもあります。

枚
方
議
会
７
面

０
５
０
１
０
７

井
❶
井
❷
井
❸
木
❹
木
❺
井

一
般
会
計
補
正
予
算
（
第

１０
号
）
は
、
決
算
見
込
み
に

基
づ
く
補
正
の
ほ
か
、
国
の

補
正
予
算
に
伴
う
事
業
な
ど

に
つ
い
て
補
正
を
行
う
も
の

で
、
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
４２

億
７
３
６
３
万
円
を
増
額
す

る
も
の
で
す
。

歳
入
の
主
な
補
正
内
容
は
、

地
方
交
付
税
１５
億
６
９
５
８

万
円
、
市
税
１２
億
３
４
２
２

万
円
、
教
育
・
保
育
施
設
型

給
付
負
担
金
７
億
８
９
５
８

万
円
の
増
額
な
ど
で
す
。

歳
出
の
主
な
補
正
内
容
は
、

小
・
中
学
校
の
外
壁
改
修
や

エ
レ
ベ
ー
タ
ー
整
備
等
に
係

る
学
校
園
施
設
改
善
事
業
経

費
１４
億
９
０
４
４
万
円
、
防

災
備
蓄
倉
庫
管
理
経
費
２
０

４
３
万
円
、
補
聴
器
購
入
助

成
事
業
経
費
１
１
０
万
円
の

増
額
な
ど
で
す
。

※
１
万
円
未
満
四
捨
五
入

補
聴
器
購
入
助
成
事
業

課
税
、非
課
税
関
係
な
く

助
成
対
象
の
要
件
緩
和
を

質
問

多
数
の
相
談
や
申
請

等
を
受
け
、
補
聴
器
購
入
助

成
事
業
経
費
を
増
額
補
正
す

る
と
の
こ
と
だ
が
、
こ
れ
ま

で
か
ら
求
め
て
き
た
、課
税
、

非
課
税
に
関
係
な
く
助
成
対

象
者
と
す
る
要
件
緩
和
に
つ

い
て
、改
め
て
見
解
を
聞
く
。

答
弁

ニ
ー
ズ
の
さ
ら
な
る

把
握
や
他
市
状
況
な
ど
も
踏

ま
え
、
検
討
を
進
め
る
。

要
望
等

本
事
業
の
趣
旨
が

認
知
症
予
防
で
あ
る
な
ら
ば
、

助
成
対
象
の
要
件
緩
和
を
実

施
す
べ
き
で
あ
る
。

今
回
の
条
例
制
定
は
、
こ

ど
も
誰
で
も
通
園
制
度（
＊

１
）を
実
施
す
る
に
当
た
り
、

児
童
福
祉
法
の
規
定
に
基
づ

く
設
備
や
運
営
の
基
準
を
定

め
る
も
の
で
す
。

な
お
、
施
行
日
は
７
年
４

月
１
日
で
す
。

こ
ど
も
誰
で
も
通
園
制
度

保
育
士
の
配
置
基
準
は

認
可
保
育
所
と
同
様
に

質
問

こ
ど
も
誰
で
も
通
園

制
度（
＊
１
）は
、
子
ど
も
の

育
ち
を
主
眼
に
置
い
た
制
度

で
あ
る
た
め
、
職
員
の
配
置

基
準
も
認
可
保
育
所
と
同
様

に
、
１
歳
児
５
人
に
つ
き
保

育
士
１
人
と
す
べ
き
だ
が
、

見
解
を
聞
く
。

答
弁

国
の
基
準
に
準
じ
１

歳
児
６
人
に
つ
き
保
育
士
１

人
と
す
る
。本
制
度
は
、日
々

受
け
入
れ
る
児
童
の
状
況
が

変
わ
る
こ
と
が
一
時
預
か
り

事
業
と
共
通
し
て
お
り
、
同

様
の
基
準
と
し
て
い
る
。

総務委員協議会 ２月１３日
（１）個別避難計画の作成促進に向けた取り組みについて
（２）ふるさと納税の取り組みについて
（３）いじめ対策の取り組みについて
（４）大阪・関西万博への出展について
（５）長期財政の見通しについて
（６）旧中宮北小学校跡地活用について
（７）令和７年国勢調査への対応について
（８）枚方市人材育成基本方針の中間見直しについて
（９）観光施策の展開について
（１０）地域未来投資促進法における大阪府枚方市基本計画（第２期）の作成

について
（１１）奨学金返還支援事業の実施について
（１２）地域計画策定に向けた取り組み及びため池ハザードマップの改定につ

いて
（１３）スポーツ振興に係る基金の創設について

教育子育て委員協議会 ２月１７日
（１）枚方市子ども・若者総合計画（案）について
（２）地域子育て支援拠点のさらなる拡充について
（３）公立保育施設の新たな役割について
（４）まるっとこどもセンター（こども家庭センター）開設後の取り組みに

ついて
（５）児童相談所設置に向けたロードマップ（案）について
（６）いじめ対策の取り組みについて
（７）枚方市児童の放課後を豊かにする行動計画（案）について
（８）中学校部活動地域展開に係る令和７年度の試行実施について

市民福祉委員協議会 ２月１２日
（１）枚方市駅市民窓口センターの状況と今後の窓口業務の展開について
（２）地方税制改正（案）の概要等について
（３）枚方市立総合福祉会館ＥＳＣＯ事業の最優秀提案者の選定について
（４）枚方市地域福祉計画（第５期）の案について
（５）福祉避難所の指定促進について
（６）ひらかたポイント事業について
（７）民生委員・児童委員の負担軽減に向けた取り組みについて
（８）生活困窮者のさらなる自立支援について
（９）働く世代の健康づくりのさらなる推進について
（１０）旧市立くすの木園の跡地活用について
（１１）障害者支援の取り組みの拡充について
（１２）帯状疱疹ワクチンの定期接種の開始について
（１３）市立ひらかた病院におけるＤＸの推進について

建設環境委員協議会 ２月１４日
（１）ひらかたゼロカーボン推進事業（効率的なエネルギー調達と再生可能

エネルギー導入）の事業者選定について
（２）第２次枚方市空家等対策計画の改定について
（３）村野駅西土地区画整理事業及び茄子作土地区画整理事業について
（４）枚方市学校整備計画（第２期実施計画）について
（５）枚方市立小中学校教室等空調設備更新ＤＢＯ事業の事業者の選定につ

いて
（６）枚方市立総合福祉会館ＥＳＣＯ事業の最優秀提案者の選定について
（７）建築物のエネルギー消費性能の向上等に関する法律及び建築基準法の

一部改正に伴う手数料の新設等について
（８）枚方市総合交通計画の改定に向けた取り組みについて
（９）人工衛星とＡＩ解析を活用した水道管路の漏水検知について

＊
１

こ
ど
も
誰
で
も
通
園

制
度
…
保
護
者
の
就
労
要
件

を
問
わ
ず
、
０
歳
６
か
月
か

ら
満
３
歳
未
満
の
未
就
園
児

を
対
象
に
、
月
１０
時
間
を
上

限
と
し
て
保
育
園
等
を
利
用

す
る
こ
と
が
で
き
る
国
が
創

設
し
た
新
た
な
制
度
の
こ
と
。

小・中学校に設置されている
エレベーター

今
回
の
改
正
は
、
こ
ど
も

誰
で
も
通
園
制
度（
＊
１
）を

渚
西
臨
時
保
育
室
に
お
い
て

試
行
実
施
す
る
た
め
、
臨
時

保
育
室
の
設
置
目
的
に
、
当

該
制
度
に
係
る
趣
旨
を
定
め

る
も
の
で
す
。

な
お
、
施
行
日
は
７
年
７

月
１
日
で
す
。

こ
ど
も
誰
で
も
通
園
制
度

保
育
士
・
看
護
師
確
保
と

非
課
税
世
帯
等
へ
の
減
免
を

質
問

こ
ど
も
誰
で
も
通
園

制
度（
＊
１
）開
始
に
当
た
り
、

保
育
士
確
保
の
取
組
及
び
支

援
や
医
療
的
ケ
ア
が
必
要
な

子
ど
も
の
受
入
れ
の
た
め
の

看
護
師
配
置
を
聞
く
。ま
た
、

求
め
て
き
た
非
課
税
世
帯
等

へ
の
減
免
の
取
扱
い
を
聞
く
。

答
弁

必
要
な
保
育
士
の
人

員
確
保
に
加
え
、
支
援
の
必

要
な
子
ど
も
等
の
受
入
れ
態

勢
を
整
え
て
い
く
。
ま
た
、

減
免
の
取
扱
い
に
つ
い
て
は

様
々
な
ケ
ー
ス
に
対
応
で
き

る
よ
う
検
討
し
て
い
く
。

質
問

使
用
料
を
日
額
７
５

０
円
と
し
て
い
る
が
、
免
除

す
る
自
治
体
も
あ
る
。
本
市

も
免
除
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

答
弁

一
時
預
か
り
事
業
と

の
整
合
等
を
踏
ま
え
、
他
の

多
く
の
自
治
体
と
同
様
、
国

が
示
し
た
単
価
設
定
に
基
づ

く
使
用
料
を
設
定
し
て
い
る
。

本
議
案
は
、
社
会
全
体
で

様
々
な
生
活
困
窮
者
の
自
立

支
援
の
充
実
が
図
ら
れ
て
き

た
こ
と
を
踏
ま
え
、
同
支
援

の
た
め
に
実
施
し
て
き
た
、

く
ら
し
の
資
金
貸
付
け
制
度

を
廃
止
す
る
も
の
で
す
。

な
お
、
施
行
日
は
７
年
４

月
１
日
で
す
。

く
ら
し
の
資
金
貸
付
け
制
度

廃
止
は
拙
速
過
ぎ
る

質
問

く
ら
し
の
資
金
貸
付

け
制
度
の
７
年
３
月
廃
止
は

拙
速
過
ぎ
る
の
で
は
な
い
か
。

答
弁

国
な
ど
の
生
活
困
窮

者
支
援
の
充
実
や
社
会
福
祉

協
議
会
が
実
施
す
る
貸
付
制

度
の
条
件
緩
和
に
鑑
み
、
ま

た
、
３
年
度
以
降
、
当
該
制

度
の
貸
付
実
績
が
な
い
こ
と

も
踏
ま
え
た
結
果
で
あ
る
。

要
望
等

同
協
議
会
の
貸
付

制
度
は
収
入
要
件
を
超
え
て

い
る
場
合
、
果
た
し
て
柔
軟

に
対
応
で
き
る
も
の
な
の
か

甚
だ
疑
問
で
あ
る
。

臨時保育室での保育の様子

今
回
の
改
正
は
、
建
築
基

準
法
及
び
建
築
物
の
エ
ネ
ル

ギ
ー
消
費
性
能
の
向
上
等
に

関
す
る
法
律
の
一
部
改
正
に

伴
い
、
審
査
事
務
量
の
増
大

を
踏
ま
え
た
確
認
申
請
等
の

手
数
料
の
改
定
及
び
住
宅
に

係
る
建
築
物
エ
ネ
ル
ギ
ー
消

費
性
能
適
合
性
判
定
等
に
係

る
手
数
料
の
新
設
を
行
う
も

の
で
す
。

な
お
、
施
行
日
は
７
年
４

月
１
日
で
す
。

建
築
確
認
申
請

改
正
内
容
の
十
分
な
周
知
と

対
応
の
た
め
の
人
員
確
保
を

質
問

小
規
模
な
住
宅
リ
フ

ォ
ー
ム
な
ど
を
専
門
と
し
、

こ
れ
ま
で
建
築
確
認
申
請
を

し
た
こ
と
が
な
い
中
小
事
業

者
へ
の
改
正
内
容
の
周
知
方

法
に
つ
い
て
聞
く
。

答
弁

リ
ー
フ
レ
ッ
ト
の
配

架
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
の
案

内
等
を
行
っ
て
お
り
、
今
後

も
丁
寧
な
周
知
、
相
談
対
応

に
努
め
る
。

要
望
等

改
正
趣
旨
や
内
容

の
十
分
な
周
知
に
加
え
、
担

当
職
員
体
制
の
確
保
及
び
適

切
な
対
応
を
要
望
す
る
。

今
回
の
改
正
は
、
７
年
２

月
に
公
布
さ
れ
た
国
民
健
康

保
険
法
施
行
令
の
改
正
に
合

わ
せ
、
国
民
健
康
保
険
料
の

軽
減
措
置
の
拡
充
と
し
て
、

低
所
得
者
の
保
険
料
の
減
額

基
準
と
な
る
所
得
の
額
を
引

き
上
げ
る
も
の
で
す
。

な
お
、
施
行
日
は
７
年
４

月
１
日
で
す
。

質
問

今
回
の
改
正
に
よ
り
、

７
年
度
の
保
険
料
が
引
下
げ

と
な
る
世
帯
の
割
合
を
聞
く
。

答
弁

６
年
度
と
比
較
し
、

全
加
入
世
帯
の
約
９８
％
で
保

険
料
が
引
き
下
が
る
見
込
み

で
あ
る
。

７
年
度
一
般
会
計
補
正
予

算
（
第
１
号
）
は
、
７
年
４

月
か
ら
定
期
接
種
化
と
な
る

帯
状
疱
疹
ワ
ク
チ
ン
接
種
に

係
る
経
費
の
補
正
を
行
う
も

の
で
、
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ

１
億
９
５
５
１
万
円
を
増
額

す
る
も
の
で
す
。

な
お
、
当
該
定
期
接
種
の

対
象
者
は
、
①
年
度
内
に
６５

歳
に
な
る
人
、
②
年
度
内
に

７０
歳
か
ら
１
０
０
歳
ま
で
の

５
歳
刻
み
の
年
齢
に
な
る
人

（
こ
の
取
扱
い
は
、
５
年
間

の
経
過
措
置
）
、
③
１
０
０

歳
以
上
の
人
（
こ
の
取
扱
い

は
、
７
年
度
の
み
の
経
過
措

置
）
、
④
満
６０
歳
以
上
６５
歳

未
満
で
ヒ
ト
免
疫
不
全
ウ
イ

ル
ス
に
よ
る
免
疫
機
能
障
害

が
あ
り
身
体
障
害
者
内
部
障

害
１
級
と
認
定
さ
れ
て
い
る

人
ま
た
は
主
治
医
に
よ
り
同

程
度
以
上
の
障
害
で
あ
る
こ

と
の
意
見
書
の
交
付
を
受
け

た
人
で
す
。

※
１
万
円
未
満
四
捨
五
入

質
問

帯
状
疱
疹
ワ
ク
チ
ン

定
期
接
種
の
対
象
者
の
う
ち
、

６５
歳
か
ら
１
０
０
歳
ま
で
の

５
歳
刻
み
と
な
る
対
象
年
齢

の
考
え
方
を
聞
く
。

答
弁

対
象
と
な
る
の
は
６５

歳
、
７０
歳
な
ど
の
５
歳
刻
み

で
、
満
年
齢
で
は
な
く
年
度

内
に
当
該
年
齢
を
迎
え
る
人

で
あ
る
。

今
回
の
改
正
は
、
地
方
税

法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法

律
が
３
月
３１
日
に
成
立
し
た

こ
と
に
伴
う
も
の
で
す
。

な
お
、
施
行
日
は
７
年
４

月
１
日
で
す
。

議
会
は
、
３
月
２８
日
の
本
会
議
で
、
２
件
の
意
見
書
を
原
案
の
と
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

可
決
し
た
意
見
書
（
要
旨
）

意
見
書
と
は
…
市
の
公
益
（
市
民
の
日
常
生
活
に
関
わ
る
公
共
の
利
益
）
に
関
す
る
事
項
に
つ

い
て
、
議
会
の
意
思
と
し
て
議
決
し
、
国
会
ま
た
は
関
係
行
政
機
関
に
提
出
す
る
も
の
で
す
。

性
犯
罪
の
再
犯
防
止
の
取
組
へ
の

支
援
の
強
化
を
求
め
る
意
見
書

政
府
は
、
左
記
の
措
置
を
講
じ
る
よ
う
強

く
求
め
ま
す
。

記

１
�
性
犯
罪
を
し
た
者
に
対
し
、
矯
正
施
設

等
を
出
所
し
た
後
も
自
治
体
に
よ
る
再
犯

防
止
プ
ロ
グ
ラ
ム
等
を
受
け
る
意
義
に
つ

い
て
啓
発
を
図
る
こ
と
。

２
�
再
犯
防
止
プ
ロ
グ
ラ
ム
等
へ
の
参
加
に

つ
な
げ
る
た
め
、
性
犯
罪
を
し
た
者
が
矯

正
施
設
等
を
出
所
す
る
際
に
、
当
事
者
の

住
所
等
を
任
意
で
国
に
届
け
出
る
仕
組
み

を
つ
く
り
、
届
出
情
報
を
自
治
体
に
提
供

す
る
こ
と
。

３
�
自
治
体
で
は
、
性
犯
罪
の
再
犯
防
止
に

必
要
な
知
識
や
技
術
を
十
分
に
有
し
て
い

な
い
こ
と
か
ら
、
再
犯
防
止
に
係
る
人
材

の
育
成
に
つ
い
て
支
援
す
る
こ
と
。

〈
提
出
先
〉
内
閣
総
理
大
臣
、
法
務
大
臣
、

厚
生
労
働
大
臣

若
者
の
政
治
参
加
を
促
進
す
る
た
め

の
抜
本
的
改
革
を
求
め
る
意
見
書

我
が
国
の
被
選
挙
権
年
齢
は
、
公
職
選
挙

法
に
よ
り
衆
議
院
・
地
方
議
会
議
員
に
つ
い

て
は
満
２５
歳
以
上
、
参
議
院
議
員
に
つ
い
て

は
満
３０
歳
以
上
と
規
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
最

高
裁
判
所
に
お
い
て
は
、
被
選
挙
権
は
選
挙

権
と
表
裏
一
体
の
関
係
に
あ
る
重
要
な
権
利

で
あ
り
、特
に
立
候
補
の
自
由
に
つ
い
て
は
、

「
憲
法
第
１５
条
１
項
の
趣
旨
に
照
ら
し
、
基

本
的
人
権
の
一
つ
と
し
て
、
憲
法
の
保
障
す

る
重
要
な
権
利
で
あ
る
」
と
の
見
解
が
示
さ

れ
て
い
ま
す
。

我
が
国
で
は
、
成
人
年
齢
及
び
選
挙
権
年

齢
で
あ
る
満
１８
歳
に
な
る
と
、
親
の
同
意
を

要
す
る
こ
と
な
く
会
社
を
設
立
し
て
代
表
取

締
役
に
就
任
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
り
、
ま

た
、
裁
判
員
や
検
察
審
査
員
と
し
て
重
大
な

刑
事
事
件
等
に
も
関
与
す
る
こ
と
が
で
き
る

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
被
選
挙
権
年
齢
は
満
２５

歳
以
上
、
満
３０
歳
以
上
と
な
っ
て
い
ま
す
。

一
方
で
、
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
加
盟
国
で
は
、
下
院

に
お
け
る
被
選
挙
権
年
齢
を
満
１８
歳
以
上
と

し
て
い
る
国
は
２３
か
国
で
６０
・
５
％
と
最
も

多
く
な
っ
て
お
り
、
日
本
の
衆
議
院
議
員
と

同
様
に
満
２５
歳
以
上
と
い
う
国
は
５
か
国
で

１３
・
２
％
と
少
数
派
と
な
っ
て
い
る
の
が
現

状
で
す
。
ま
た
、
選
挙
権
年
齢
と
被
選
挙
権

年
齢
を
１８
歳
以
上
に
統
一
し
て
い
る
国
も
半

数
を
超
え
て
い
ま
す
。

加
え
て
、全
国
町
村
議
会
議
長
会
か
ら
は
、

近
年
、
無
投
票
や
定
数
割
れ
と
な
る
議
員
選

挙
が
増
加
し
て
お
り
、
こ
の
ま
ま
増
加
し
続

け
る
と
仮
定
し
た
場
合
、
次
回
の
統
一
地
方

選
挙
ま
で
に
は
、
全
体
の
３
分
の
１
を
超
え

る
３４
・
１
％
の
議
会
に
お
け
る
議
員
選
挙
が

無
投
票
選
挙
に
な
る
可
能
性
が
あ
る
と
の
見

解
が
示
さ
れ
て
お
り
、
地
域
の
代
表
を
選
出

す
る
選
挙
を
持
続
す
る
た
め
に
も
被
選
挙
権

年
齢
引
下
げ
等
の
対
策
が
求
め
ら
れ
て
い
ま

す
。よ

っ
て
、
国
会
及
び
政
府
は
、
様
々
な
権

利
が
得
ら
れ
る
と
同
時
に
相
応
の
義
務
を
負

う
こ
と
に
な
る
成
人
年
齢
と
の
均
衡
や
、
選

挙
権
年
齢
と
被
選
挙
権
年
齢
を
一
致
さ
せ
て

い
る
国
際
的
な
潮
流
を
踏
ま
え
、
被
選
挙
権

年
齢
を
満
１８
歳
以
上
に
引
き
下
げ
る
と
と
も

に
、
若
者
の
政
治
参
画
を
促
進
す
る
た
め
、

立
候
補
時
の
年
齢
に
応
じ
た
供
託
金
の
見
直

し
や
地
方
議
会
議
員
の
報
酬
の
在
り
方
、
さ

ら
に
は
、
若
者
団
体
の
活
動
継
続
に
必
要
な

支
援
の
在
り
方
等
に
つ
い
て
、
抜
本
的
な
改

革
を
講
じ
る
よ
う
強
く
求
め
ま
す
。

〈
提
出
先
〉
衆
議
院
議
長
、
参
議
院
議
長
、

内
閣
総
理
大
臣
、
総
務
大
臣
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枚
方
議
会
８
面

０
５
０
１
０
８

木
❶
木
❷
木
❸
木
❹
木
❺
井

議
会
は
、
２
月
２０
日
に
、

「
枚
方
市
駅
周
辺
再
整
備
の

取
り
組
み
に
つ
い
て
」
を
案

件
と
し
た
全
員
協
議
会
を
開

催
し
ま
し
た
。

本
市
で
は
、
枚
方
市
駅
周

辺
再
整
備
基
本
計
画
に
基
づ

き
、
こ
れ
ま
で
か
ら
新
庁
舎

整
備
を
含
む
市
駅
周
辺
再
整

備
の
具
体
化
に
向
け
た
取
組

を
進
め
て
お
り
、
議
会
で
も

平
成
２９
年
３
月
か
ら
１２
回
に

わ
た
り
全
員
協
議
会
を
開
催

し
て
き
ま
し
た
。

４
年
９
月
定
例
月
議
会
に

お
け
る
新
庁
舎
位
置
を
⑤
街

区
と
す
る
条
例
案
の
否
決
を

受
け
、
市
は
こ
れ
ま
で
議
会

か
ら
の
意
見
を
踏
ま
え
、
市

民
説
明
会
の
開
催
や
土
地
利

用
の
検
討
に
取
り
組
ん
で
き

た
と
し
て
お
り
、
今
回
は
、

議
会
の
意
見
に
対
す
る
市
の

考
え
や
、
そ
れ
に
基
づ
く

④
・
⑤
街
区
の
取
組
の
ほ
か
、

今
後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
や
新

庁
舎
整
備
基
本
計
画
策
定
作

業
の
進
捗
、
②
・
③
街
区
の

取
組
、
概
算
事
業
費
の
見
直

し
な
ど
が
示
さ
れ
ま
し
た
。

理
事
者
か
ら
の
説
明
（
内

容
は
左
欄
参
照
）
の
後
、
１０

人
の
議
員
が
質
問
を
行
い
ま

し
た
。

※
枚
方
市
駅
周
辺
再
整
備
基

本
計
画
は
、
以
下
「
基
本
計

画
」
と
表
記
。

早
期
に
庁
舎
位
置
を
確
定
し

そ
の
後
の
議
論
の
推
進
を

質
問
市
民
の
安
全
確
保
の
た

め
、老
朽
化
し
た
庁
舎
建
て
替

え
の
早
期
着
手
を
求
め
る
が
、

物
価
高
騰
や
政
策
金
利
の
上

昇
に
対
応
す
る
施
設
規
模
の

効
率
化
に
係
る
取
組
を
聞
く
。

答
弁
執
務
室
で
の
フ
ァ
イ
リ

ン
グ
シ
ス
テ
ム
や
オ
ン
ラ
イ

ン
申
請
、枚
方
税
務
署
と
の
合

同
庁
舎
化
な
ど
に
取
り
組
む
。

要
望
等

庁
舎
位
置
を
確
定

し
、
議
論
を
進
め
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。
こ
れ
ま
で
経
験

し
た
社
会
環
境
の
変
化
を
踏

ま
え
た
検
討
を
要
望
す
る
。

新
庁
舎
位
置

⑤
街
区
へ
の
移
転
に
よ
る

防
災
上
の
効
果
は

質
問

新
庁
舎
位
置
を
⑤
街

区
と
す
る
場
合
、
府
道
枚
方

茨
木
線
に
面
す
る
こ
と
に
よ

る
防
災
上
の
効
果
を
聞
く
。

答
弁
同
線
の
広
域
緊
急
交
通

路（
＊
２
）区
間
は
、大
規
模
災

害
時
に
道
路
が
閉
塞
し
た
際
、

大
阪
府
に
よ
り
緊
急
車
両
等

の
通
行
が
確
保
さ
れ
、主
要
拠

点
と
の
連
携
が
維
持
で
き
る
。

要
望
等

大
規
模
災
害
に
備

え
、
市
民
の
安
全
・
安
心
確

保
の
た
め
の
新
庁
舎
整
備
を

１
年
で
も
早
く
進
め
る
必
要

が
あ
る
と
意
見
し
て
お
く
。

枚
方
市
駅
周
辺
再
整
備

取
組
を
巻
き
戻
す
の
は

市
民
へ
の
不
利
益

質
問

現
庁
舎
の
老
朽
化
対

応
の
現
状
と
、
基
本
計
画
策

定
の
経
過
、
目
的
を
聞
く
。

答
弁

現
庁
舎
は
外
壁
崩
落
、

空
調
の
不
具
合
な
ど
緊
急
的

対
応
を
含
め
維
持
費
が
増
し
、

早
期
の
建
て
替
え
が
必
要
で

あ
る
。
同
計
画
は
平
成
２５
年

策
定
の
枚
方
市
駅
周
辺
再
整

備
ビ
ジ
ョ
ン
に
基
づ
き
、
ま

ち
づ
く
り
の
方
策
等
を
示
す

た
め
令
和
３
年
に
策
定
し
た
。

要
望
等
こ
の
１０
年
間
を
巻
き

戻
す
不
利
益
を
市
民
に
与
え

て
は
な
ら
な
い
と
意
見
す
る
。

前
回
説
明
か
ら
多
く
の
変
更

再
度
市
民
説
明
会
の
開
催
を

質
問

前
回
の
市
民
説
明
会

は
、
枚
方
市
駅
と
新
庁
舎
が

ペ
デ
ス
ト
リ
ア
ン
デ
ッ
キ（
＊

４
）で
つ
な
が
る
古
い
絵
面
に

沿
っ
て
の
説
明
で
あ
っ
た
。

ま
た
、
事
業
費
は
市
費
負
担

分
だ
け
で
７３
億
円
も
増
額
し

て
い
る
。
説
明
会
か
ら
既
に

１
年
半
が
経
ち
、
こ
う
し
た

多
く
の
変
更
点
が
あ
る
中
、

再
度
説
明
会
を
開
催
す
べ
き

で
は
な
い
か
。

答
弁

今
後
、さ
ら
な
る
具
体

化
を
進
め
る
中
で
、
段
階
に

応
じ
市
民
に
周
知
し
て
い
く
。

枚
方
消
防
署
の
移
転

民
間
開
発
優
先
で
は
な
く

市
民
の
安
全
、安
心
を

質
問

枚
方
消
防
署
の
用
地

は
隣
接
す
る
⑤
街
区
で
の
確

保
が
好
ま
し
い
と
し
て
い
た

枚
方
寝
屋
川
消
防
組
合
の
考

え
を
無
視
し
て
、
市
庁
舎
移

転
を
優
先
し
、消
防
力
の
適
正

配
置
上
、
合
理
性
を
欠
く
旧

中
宮
北
小
学
校
跡
地
へ
の
遠

隔
地
移
転
を
進
め
る
の
は
、市

民
の
安
全
、
安
心
よ
り
も
民

間
開
発
優
先
で
は
な
い
か
。

答
弁

移
転
後
も
、
引
き
続

き
５
分
救
急
・
消
防
体
制
は

確
保
で
き
、
必
要
な
消
防
力

の
維
持
が
可
能
と
考
え
る
。

基
本
計
画

④
街
区
の
コ
ン
セ
プ
ト
破
綻

な
お
庁
舎
移
転
す
る
理
由
は

質
問

庁
舎
を
⑤
街
区
へ
移

転
さ
せ
る
理
由
は
、
み
ど
り

の
大
空
間
を
つ
く
る
た
め
だ

っ
た
は
ず
だ
が
、
狙
い
ど
お

り
と
な
ら
な
い
こ
と
が
明
白

で
あ
り
、
基
本
計
画
の
コ
ン

セ
プ
ト
が
破
綻
し
て
い
る
。

今
な
お
庁
舎
を
⑤
街
区
と
す

る
理
由
を
市
長
に
聞
く
。

答
弁

市
駅
周
辺
の
様
々
な

課
題
に
対
応
す
る
た
め
に
、

国
、
府
、
市
の
土
地
を
活
用

し
た
連
鎖
型
ま
ち
づ
く
り
と

し
て
庁
舎
は
⑤
街
区
へ
移
転

と
し
て
い
る
。

広
域
緊
急
交
通
路

接
し
て
い
る
だ
け
で

防
災
性
高
い
と
言
え
る
の
か

質
問

⑤
街
区
は
広
域
緊
急

交
通
路（
＊
２
）に
接
す
る
た

め
防
災
性
が
高
い
と
い
う
が
、

枚
方
消
防
署
移
転
予
定
地
は

接
し
な
い
。
見
解
を
聞
く
。

答
弁

上
下
水
道
局
と
広
域

緊
急
交
通
路
を
結
ぶ
重
要
道

路
と
し
て
市
が
選
定
す
る
地

域
緊
急
交
通
路
に
接
す
る
。

要
望
等

④
街
区
に
庁
舎
を

建
設
し
て
も
、
道
路
を
造
り

地
域
緊
急
交
通
路
に
で
き
る
。

広
域
緊
急
交
通
路
に
接
す
る

だ
け
で
防
災
性
の
高
さ
は
判

断
で
き
な
い
と
意
見
す
る
。

市
民
の
要
望
を
実
現
し
た

新
庁
舎
の
早
期
建
設
を

質
問

新
庁
舎
整
備
に
当
た

り
、
サ
イ
レ
ン
ト
マ
ジ
ョ
リ

テ
ィ
ー
を
含
め
多
様
な
立
場

の
意
見
を
伺
う
よ
う
求
め
て

き
た
。
今
回
実
施
し
た
個
別

意
見
聴
取
の
内
容
を
聞
く
。

答
弁

コ
ン
シ
ェ
ル
ジ
ュ
の

配
置
や
オ
ン
ラ
イ
ン
申
請
、

通
路
や
ト
イ
レ
の
配
慮
、
子

ど
も
が
遊
ぶ
屋
内
施
設
の
設

置
等
の
意
見
が
あ
っ
た
。

要
望
等

他
市
の
新
庁
舎
は

市
民
の
要
望
が
実
現
さ
れ
て

い
る
。
本
市
に
お
い
て
も
早

期
の
庁
舎
建
設
を
要
望
す
る
。

土
地
区
画
整
理
事
業
費

市
有
地
売
却
益
は

負
担
額
と
考
え
る
べ
き

質
問

⑤
街
区
で
新
庁
舎
整

備
を
す
る
場
合
、
市
の
負
担

額
を
５１
億
円
と
し
て
い
る
が
、

市
有
財
産
の
売
却
は
土
地
区

画
整
理
事
業（
＊
３
）外
の
た

め
、
本
来
市
の
負
担
と
考
え

る
べ
き
で
あ
り
、
負
担
額
は

売
却
益
を
足
し
た
８７
億
円
と

な
る
の
で
は
な
い
か
。

答
弁

市
有
財
産
の
売
却
益

は
当
事
業
の
財
源
と
し
て
の

活
用
を
想
定
し
、
国
費
や
市

有
建
築
物
補
償
費
に
加
え
、

有
効
活
用
額
を
控
除
し
た
５１

億
円
を
負
担
額
と
試
算
し
た
。

市
役
所
位
置
条
例

再
度
否
決
と
な
っ
た
際
の

市
長
の
覚
悟
を
聞
く

質
問

再
度
、
市
役
所
位
置

条
例
改
正
案
が
否
決
さ
れ
、

暗
礁
に
乗
り
上
げ
た
際
の
責

任
と
し
て
、
市
長
の
政
治
生

命
を
か
け
る
覚
悟
な
の
か
。

答
弁

市
駅
周
辺
再
整
備
は
、

一
丁
目
一
番
地
、
最
重
点
施

策
で
あ
り
、
政
治
生
命
を
か

け
て
成
し
遂
げ
る
と
い
う
強

い
決
意
を
し
て
い
る
。
市
駅

周
辺
の
ま
ち
づ
く
り
を
実
現

す
る
た
め
、
３
月
定
例
月
議

会
で
同
条
例
改
正
案
を
可
決

い
た
だ
け
る
よ
う
し
っ
か
り

取
り
組
ん
で
い
く
。

＊
１

都
市
再
生
緊
急
整
備

地
域
…
都
市
開
発
事
業
等
を

通
じ
て
緊
急
か
つ
重
点
的
に

市
街
地
の
整
備
を
推
進
す
べ

き
都
市
再
生
の
拠
点
と
な
る

地
域
と
し
て
、
政
令
で
指
定

す
る
地
域
の
こ
と
。

＊
２

広
域
緊
急
交
通
路
…

災
害
発
生
時
に
救
助
、救
急
、

消
火
、
医
療
、
緊
急
物
資
の

供
給
を
迅
速
か
つ
的
確
に
実

施
す
る
た
め
の
道
路
と
し
て

大
阪
府
が
選
定
し
て
い
る
も

の
。

＊
３

土
地
区
画
整
理
事
業

…
土
地
所
有
者
等
か
ら
公
平

に
一
定
の
土
地
の
提
供
を
受

け
（
減
歩
）
、
道
路
、
公
園
、

河
川
な
ど
の
公
共
施
設
を
整

備
、
改
善
し
、
土
地
の
区
画

を
整
え
て
宅
地
の
利
用
増
進

を
図
る
事
業
の
こ
と
。

＊
４

ペ
デ
ス
ト
リ
ア
ン
デ

ッ
キ
…
広
場
と
横
断
歩
道
橋

の
機
能
を
併
せ
持
ち
、
建
物

と
接
続
し
て
建
設
さ
れ
た
、

歩
行
者
の
通
行
専
用
の
高
架

建
築
物
の
こ
と
。

風
薫
る
爽
や
か
な
季
節
と

な
り
ま
し
た
が
、皆
さ
ん
は
い

か
が
お
過
ご
し
で
し
ょ
う
か
。

今
号
で
は
、
７
年
度
当
初

予
算
な
ど
、
３
月
定
例
月
議

会
の
内
容
を
中
心
に
掲
載
し

ま
し
た
。
ま
た
、
ク
オ
カ
ー

ド
が
当
た
る
ク
イ
ズ
コ
ー
ナ

た
ん
き
ゅ
う

ー
「
ぎ
か
い
探
Ｑ
」
に
御
応

募
い
た
だ
い
た
際
、「
議
員
は
、

議
会
の
出
席
以
外
に
ど
ん
な

活
動
を
し
て
い
る
の
で
す

か
」
と
い
う
御
質
問
を
多
く

い
た
だ
い
た
こ
と
か
ら
、
議

員
の
仕
事
に
つ
い
て
紹
介
し

て
い
ま
す
（
６
面
掲
載
）
。

ま
た
、
市
議
会
公
式
イ
ン

ス
タ
グ
ラ
ム
で
は
、
議
会
に

も
っ
と
親
し
ん
で
も
ら
い
た

い
と
の
思
い
か
ら
、
限
定
企

画
を
投
稿
し
て
い
ま
す
（
二

次
元
コ
ー
ド
は
１
面
掲
載
）
。

ぜ
ひ
、
ぎ
か
い
探
Ｑ
の
ク

イ
ズ（
下
欄
掲
載
）に
挑
戦
の

上
、
御
応
募
い
た
だ
き
、
御

意
見
、
御
感
想
を
市
議
会
事

務
局
ま
で
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

皆
さ
ん
か
ら
お
寄
せ
い
た
だ

い
た
御
意
見
を
基
に
、
よ
り

開
か
れ
た
議
会
を
目
指
し
、

取
組
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

議
会
広
報
委
員
会

委
員
長
…

丹
生

真
人

副
委
員
長
…

田
口

敬
規

委

員
…

松
本

佑
介
、

三
和

智
之
、
番
匠

映
仁
、

佐
田
あ
ゆ
美
、
東

実
名
子

「
市
役
所
の
位
置
に
関
す
る
条

例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て
」の
議
案

は
、３
月
定
例
月
議
会
に
お
い
て
提

出
さ
れ
ま
し
た
が
、そ
の
後
、撤
回

さ
れ
ま
し
た（
詳
細
は
１
面
参
照
）。

①高齢者の増加や核家族化の進行などが社会問題となる中、高
齢者の「〇〇〇」を社会全体で支えることを目的として、平
成１２年に「〇〇〇保険制度」が創設されました。

④だしや卵で溶いた小麦粉の生地に８本足の海産物などを具
にして丸く焼き上げた大阪府民のソウルフード。

⑧「受けること」をへりくだって言う語。
⑨液体をこしてきれいにする機器のこと。
⑩普段不愛想な人が、時折甘えた行動を取る様。「〇〇デレ」
⑪ノルウェーやスウェーデンがあるヨーロッパ北部の巨大な
半島。

⑭議会運営を円滑に進めるため様々なことを協議、決定する会
議体。「議会○○営委員会」

⑯議長が有する権限の一つに、会議における発言許可などを行
うことができる「〇〇〇〇〇権」があります。

⑱一部の動物の頭部に突き出た、堅い骨質や角質のもの。
⑲枚方市の地名である「甲斐田」は「カ〇〇」と読みます。
⑳私費の反対語は「〇〇〇」。
㉑新世界のシンボルである大阪の名物タワー。

①議会で審議する案件の可否は出席議員の半数を超え
る者の意見で決まりますが、これを「〇〇〇〇〇〇〇
〇の原則」といいます。

②徳川家康の側近武将だった「徳川四天王」の一人、「〇
かっ ちゅう

〇直政」。鮮やかな赤い甲冑に身を包む勇猛な姿から
「〇〇の赤鬼」と称されました。

③文や句の中における語の配列の位置、順序のこと。
⑤南米の国「〇〇〇〇〇」の首都はボゴタ。
⑥「輩」は「〇〇ら」と読みます。
⑦市が特定の目的のため資金を積み立てる、いわば貯金
に当たるものを「〇〇〇」といいます。

⑩マグロやカツオなどのこと。これらの魚肉を油漬けに
して缶詰にしたものを「〇〇缶」といいます。

⑫日本語は「〇〇〇、カタカナ、ひらがな」の３種類の
文字を持つ世界でも珍しい言語です。

⑬非常の際に、民間人が自分たちの安全を守るために組
織する私的な警備団体のこと。

⑮枚方市議会報には、枚方市に
ゆかりのある人物を紹介する
連載コーナー「〇〇〇〇この
ひと」があります。

⑰焦るとかえって失敗するという意味のことわざ。
「〇〇〇は事を仕損ずる」

⑱ある物事について精通していること。

⑳枚方市議会議員の直近の選挙の「〇〇示日」は令和５
年４月１６日で、３２人の議員が選ばれました。

右記の「タテ・ヨコのカギ」を参考にマスを埋め、
Ａ～Ｇを並べて出てくる言葉は何でしょうか？
※１マスにつきカナ１文字が入ります。小さい「ッ」
などは大きい「ツ」などと同じ文字として扱います。

応募方法 市議会ホームページに掲載の応募フ
ォーム（左下コード）または、はがき、電子メー
ル、ファクスに、郵便番号、住所、氏名、年齢、
電話番号、クイズの答え、議会報の感想を書いて
市議会事務局（〒５７３－８６６６住所不要）へ。
５月２５日必着。１人１通。抽せんで１０人にクオ
カード（５００円分）をプレゼント！当選者の発表
は賞品の発送をもって代えさせていただきます。

枚方市議会報は、再生紙（古紙７０％）を使用しています。

令和７年（２０２５年）５月１日 枚 方 市 議 会 報 第３５６号 ＜ ８ ＞


	枚方議令和7年5月1日1面
	枚方議令和7年5月1日2面
	枚方議令和7年5月1日3面
	枚方議令和7年5月1日4面
	枚方議令和7年5月1日5面
	枚方議令和7年5月1日6面
	枚方議令和7年5月1日7面
	枚方議令和7年5月1日8面

